
Title インドネシア独立後のアラブ人協会イルシャードの変容 :
国民国家形成期におけるアラブ人による同化・統合の動き

Sub Title Transformation of the Arab association al-Irshad after the Indonesian
independence : assimilation and integration of the Arabs in the period
of nation-state formation

Author 山口, 元樹(Yamaguchi, Motoki)
Publisher 三田史学会

Publication
year

2013

Jtitle 史学 (The historical
science). Vol.81, No.4 (2013. 1) ,p.67(599)- 92(624) 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00100104-20130100-0067

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

│
│
国
民
国
家
形
成
期
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
同
化
・
統
合
の
動
き
│
│

山

口

元

樹

Ⅰ
�
は
じ
め
に

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
（「
導
き
」
の
意
（
1
）
）
と
は
、
一
九
一
四
年
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
居
住
す
る
ア
ラ

ブ
人
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
主
義
組
織
の
こ
と

で
あ
る
。
本
稿
は
、
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
イ
ル
シ
ャ
ー

ド
の
変
容
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
国
家
形
成
期
に
お

け
る
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
「
受
け
入
れ
社
会
」
へ
の
同
化
・
統
合
の

動
き
を
考
察
し
て
い
く
。

当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
社
会
の
中
で
、
ア
ラ
ブ
人

は
特
異
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
に
設
け
ら

れ
た
住
民
区
分
で
は
、
ア
ラ
ブ
人
は
華
人
な
ど
と
と
も
に
「
外
来

東
洋
人
（vreem

de
oosterlingen

）」
に
分
類
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
大
多
数
の
ム
ス
リ
ム
が
属
す
る
「
原
住
民
（inlanders

）」、

す
な
わ
ち
プ
リ
ブ
ミ
（pribum

i

（
2
）
）
と
は
異
な
る
法
や
社
会
制
度

が
適
用
さ
れ
た
（
3
）
。
そ
の
一
方
で
、
ム
ス
リ
ム
社
会
全
体
に
お
け
る

ア
ラ
ブ
人
の
影
響
力
は
、
決
し
て
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
近
代
化
に
早
く

か
ら
取
り
組
ん
だ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
最
初
の
大
衆
組
織
で
あ
っ

た
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟Sarekat

Islam

に
有
力
な
支
援
者
と
し
て

参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
ア
ラ
ブ
人
は
注
目
に
値
す
る
活
躍
を
見

せ
て
い
る
（
4
）
。

本
稿
が
論
じ
る
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ

人
を
主
体
と
す
る
最
大
の
組
織
で
あ
る
。
こ
の
組
織
は
、
バ
タ
ヴ

ィ
ア
（
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
で
、
ス
ー
ダ
ン
出
身
の
ウ
ラ
マ
ー
（
イ

ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
修
め
た
知
識
人
）、
ア
フ
マ
ド
・
ス
ー
ル
カ
テ

・

・

ィ
ーA

hm
ad

b.
M
uham

m
ad

﹇al-

﹈Sūrkatı̄

（
一
八
七
五
／
六

―
一
九
四
三
年
）
を
指
導
者
に
結
成
さ
れ
た
。
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

六
七
（
五
九
九
）



・

は
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ブ
ド
ゥ
フM

uham
m
ad

‘A
bduh

ら
の
唱

道
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
主
義
運
動
の
影
響
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

も
た
ら
し
た
人
物
の
一
人
と
評
さ
れ
て
い
る
（
5
）
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、

教
育
を
中
心
と
し
た
社
会
活
動
に
取
り
組
み
、
近
代
的
な
イ
ス
ラ

ー
ム
教
育
機
関
を
開
設
・
運
営
し
て
き
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
に
居
住
す
る
ア
ラ
ブ

人
の
大
半
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
部
の
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
地
方
に
起

・
・

源
を
持
つ
人
々
で
、
ハ
ド
ラ
ミ
ー
（H

adram
ı̄

）
と
呼
ば
れ
る
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
イ
ン
ド
洋
世
界
に
離
散
す
る
ハ
ド
ラ
ミ
ー

移
民
を
対
象
と
し
た
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る
（
6
）
。
な
か
で
も
、

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
活
動
を
中
心
に
、
二
十
世
紀
初
め
か
ら
オ
ラ
ン

ダ
に
よ
る
統
治
が
終
了
す
る
一
九
四
二
年
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
け
る
ハ
ド
ラ
ミ
ー
社
会
を
論
じ
た
主
要
な
研
究
と
し
て
、
モ

ビ
ニ
�
ケ
シ
ェ
ーN

.M
obini-K

esheh

に
よ
る
も
の
が
あ
げ
ら

れ
る
（
7
）
。
こ
の
研
究
は
、
二
〇
世
紀
前
半
を
「
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
覚
醒

・

・
・

al-N
ahda

al-H
adram

ı̄ya

」
の
時
期
と
し
て
描
き
、
イ
ル
シ
ャ
ー

ド
を
基
本
的
に
「
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
組
織
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

モ
ビ
ニ
�
ケ
シ
ェ
ー
に
よ
れ
ば
、
二
〇
世
紀
初
め
ま
で
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ハ
ド
ラ
ミ
ー
は
、
ム
ス
リ
ム
で
も
あ
り
ア
ラ
ブ
人
で
も

あ
る
と
い
う
複
合
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
矛
盾
な
く
持
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
プ
リ
ブ
ミ
の
間
で
次
第
に
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
」
と
し
て
の
意
識
が
創
出
さ
れ
て
い
く
の
と
並
行
し
て
、「
ハ

ド
ラ
ミ
ー
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
先
鋭
化
し
て
い
っ

た
と
い
う
。

け
れ
ど
も
実
際
に
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
（Irshādı̄,

イ
ル

シ
ャ
ー
ド
の
会
員
・
支
持
者
）
を
含
む
ア
ラ
ブ
人
の
大
半
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
も
「
受
け
入
れ
社
会
」
に
留
ま
る
こ
と
を
選

択
し
、
現
在
で
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
」
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ

て
い
る
。
モ
ビ
ニ
・
ケ
シ
ェ
ー
の
議
論
で
は
、
こ
の
事
実
が
説
明

で
き
な
い
。
近
年
の
ヤ
コ
ブ
セ
ンF.Jacobsen

に
よ
る
人
類
学

的
研
究
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
適
応
し
つ
つ
ア
ラ
ブ
人
と
し

て
の
特
徴
を
保
持
し
て
い
る
現
在
の
ハ
ド
ラ
ミ
ー
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
（
8
）
。
た
だ
し
、
分
析
の
主
眼
を
現
在
に
置
い
て
い
る
た
め
、

ア
ラ
ブ
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
一
部
と
な
る
歴
史
的
な
過
程

や
そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
従
来
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
し
て
も
、
記
述
の
中

心
は
「
世
俗
的
」
な
立
場
を
と
る
プ
リ
ブ
ミ
に
よ
る
運
動
で
あ
っ

た
た
め
、
少
数
派
集
団
の
動
向
や
、
ア
ラ
ブ
人
と
関
係
が
深
い
イ

ス
ラ
ー
ム
の
社
会
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
さ
れ

て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

が
最
終
的
に
「
受
け
入
れ
社
会
」
と
結
び
付
く
方
向
に
向
か
っ
て

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

六
八
（
六
〇
〇
）



い
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
（
9
）
。
本
稿
で
は
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
特

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
直
後
の
一
九
五
〇
年
代
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

の
変
容
に
焦
点
を
当
て
、
国
民
国
家
形
成
期
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人

に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
へ
の
同
化
・
統
合
の
動
き
の
要
因
及

び
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
（
10
）
。
独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

社
会
の
中
で
、
華
人
な
ど
他
の
少
数
派
集
団
と
比
べ
れ
ば
、
ア
ラ

ブ
人
は
大
き
な
軋
轢
を
生
む
こ
と
が
な
か
っ
た
（
11
）
。
ア
ラ
ブ
人
が
プ

リ
ブ
ミ
の
大
多
数
と
同
じ
く
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
鑑

み
れ
ば
、
本
稿
の
目
的
は
、
社
会
的
紐
帯
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム

の
役
割
を
考
察
す
る
上
で
も
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
が
依
拠
し
た
主
な
史
料
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
が
編

集
・
発
行
し
た
ア
ラ
ビ
ア
語
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
（
ム
ラ
ユ
語
）

の
定
期
刊
行
物
と
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
冊
子
で
あ
る
。
な
か
で
も
本

稿
は
、
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い

一
九
五
〇
年
代
の
定
期
刊
行
物
も
用
い
て
い
る
（
12
）
。
そ
の
他
の
史
料

と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
著
作
や
プ
リ
ブ
ミ

の
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
定
期
刊
行
物
な
ど
も
利
用
し
た
。

な
お
、
従
来
の
研
究
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
「
ア
ラ
ブ
人
」

と
「
ハ
ド
ラ
ミ
ー
」
は
同
義
語
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
本
稿
で
は
、
例
え
ば
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
ハ
ド
ラ
ミ

ー
以
外
の
ア
ラ
ブ
人
も
考
慮
に
入
れ
る
た
め
に
、
両
者
を
区
別
し

て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

Ⅱ
�
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
性
格
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

に
は
、
従
来
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
特
徴
と
と
も
に
、「
受

け
入
れ
社
会
」
に
結
び
付
い
て
い
く
考
え
が
内
在
し
て
い
た
。

�
�
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
結
成
の
背
景

ま
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
人
社
会
の
中
で
、
イ
ル
シ
ャ

ー
ド
が
結
成
さ
れ
た
背
景
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

一
九
〇
一
年
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
ハ
ド
ラ
ミ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
、

ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
・
ハ
イ
ルJam

i‘ı̄yat
K
hayr

（「
慈
善
協
会
」

の
意
）
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
組
織
は
、

社
会
活
動
、
特
に
教
育
の
普
及
に
取
り
組
み
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
バ

イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
（
現
ボ
ゴ
ー
ル
）
で
近
代
的
な
学
校
制
度
を
取
り

入
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
機
関
（
後
述
の
「
マ
ド
ラ
サ
」）
を
開

設
し
た
。
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
・
ハ
イ
ル
の
指
導
部
で
強
い
影
響
力

を
持
っ
た
の
は
、
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
中
で
も
ア
ラ
ウ
ィ
ー

‘A
law

ı̄

、

も
し
く
は
バ
ー
・
ア
ラ
ウ
ィ
ーB

ā
‘A
law

ı̄

と
い
う
一
族
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

六
九
（
六
〇
一
）



こ
の
一
族
は
、
一
般
に
サ
イ
イ
ド
（sayyid

）
や
シ
ャ
リ
ー
フ

（sharı̄f

）
と
呼
ば
れ
る
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫
で
あ
り
、
高

貴
な
血
統
に
よ
っ
て
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
社
会
の
中
で
は
伝
統
的
に
高

い
地
位
を
占
め
て
い
た
（
13
）
。

一
九
一
一
年
、
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
・
ハ
イ
ル
は
、
付
属
の
学
校

の
教
師
と
し
て
、
マ
ッ
カ
か
ら
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
ら
三
名
の
ウ
ラ

マ
ー
を
招
聘
し
た
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
プ
コ
ジ
ャ
ン
地
区
に
あ
っ
た

本
校
の
校
長
（m

udı̄r

）
と
他
校
の
監
査
役
（m

ufattish

）
を
任

さ
れ
た
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
は
、
約
二
年
の
間
、
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ

ト
・
ハ
イ
ル
の
教
育
活
動
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一

九
一
三
年
、
当
時
ア
ラ
ブ
人
社
会
で
議
論
と
な
っ
て
い
た
、
ア
ラ

ウ
ィ
ー
の
女
性
と
預
言
者
の
子
孫
で
は
な
い
一
般
の
ム
ス
リ
ム
の

男
性
と
の
婚
姻
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
、
彼
は
、
預
言
者
の
子
孫
の

血
統
に
よ
る
優
越
性
を
認
め
な
い
見
解
を
公
言
し
た
。
そ
の
結
果
、

ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
・
ハ
イ
ル
の
指
導
部
を
占
め
る
ア
ラ
ウ
ィ
ー
た

ち
は
、
彼
を
疎
ん
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
14
）
。

一
九
一
四
年
、
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
は
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
・
ハ
イ

ル
の
学
校
の
職
を
辞
め
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
「
導
き
の
た
め
の
イ
ス

ラ
ー
ム
学
校M

adrasat
al-Irshād

al-Islām
ı̄ya

」
と
い
う
私
塾

を
開
い
た
。
同
年
、
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
を
支
持
す
る
ハ
ド
ラ
ミ
ー

た
ち
に
よ
っ
て
、
彼
の
学
校
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、

・
・

「
改
革
と
導
き
の
た
め
の
ア
ラ
ブ
人
協
会Jam

‘ı̄yat
al-Islāh

w
a-l-

Irshād
al-‘A

rabı̄ya

」、
す
な
わ
ち
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
協
会
が
結

成
さ
れ
た
（
15
）
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
反
ア
ラ
ウ
ィ
ー
の
ハ
ド
ラ
ミ
ー

だ
け
で
な
く
、
改
革
主
義
を
唱
え
る
プ
リ
ブ
ミ
の
ム
ス
リ
ム
、
さ

ら
に
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
理
念
に
共
鳴
す
る
一
部
の
ア
ラ
ウ
ィ
ー
か

ら
も
支
持
を
集
め
た
。
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
支
配

が
終
了
す
る
一
九
四
二
年
の
時
点
で
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
全
国
に

三
一
の
支
部
を
開
設
す
る
ま
で
に
発
展
し
た
（
16
）
。

�
�
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
特
徴

従
来
の
研
究
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
特

徴
と
し
て
、
と
り
わ
け
次
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

第
一
に
、「
ア
ラ
ブ
人
、
特
に
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
組
織
」
と
い
う

性
格
が
顕
著
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
に
発
表
さ
れ
た

協
会
の
規
約
に
は
、
活
動
の
目
的
と
し
て
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗

教
と
一
致
し
た
ア
ラ
ブ
人
の
慣
習
（al-‘aw

ā’id
al-‘A

rabı̄ya
al-

m
uw

āfiqa
li-l-dı̄n

al-Islām
ı̄

）
の
普
及
」
や
「
ア
ラ
ブ
人
の
共

同
体
（al-um

m
a

al-‘A
rabı̄ya

）
に
読
み
書
き
の
教
育
を
す
る
こ

と
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
17
）
。
協
会
の
会
員
資
格
自
体
は
、
東
イ
ン

ド
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
に
開
か
れ
て
お
り
、
ア
ラ
ブ

人
が
全
く
住
ま
な
い
都
市
に
も
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
支
部
は
開
設
さ

史
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れ
た
（
18
）
。
た
だ
し
、
本
部
が
置
か
れ
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
を
は
じ
め
、
イ

ル
シ
ャ
ー
ド
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
チ
レ

ボ
ン
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
、
ト
ゥ
ガ
ル
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も
ア
ラ

ブ
人
の
人
口
の
多
い
ジ
ャ
ワ
島
の
都
市
で
あ
る
（
19
）
。
さ
ら
に
、
協
会

を
結
成
し
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
を
と
お
し
て
中
央
執
行
部
の
運
営

を
担
っ
た
の
は
、
ア
ラ
ブ
人
の
中
で
も
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
み
で
あ
っ

た
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
設
立
者
・
指
導
者
で
あ
る
ス
ー
ル
カ
テ
ィ

ー
で
さ
え
、
本
校
の
校
長
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
協
会
の
中
で
特

定
の
役
職
に
就
く
こ
と
は
な
か
っ
た
（
20
）
。

特
に
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
の
中
に

は
ハ
ド
ラ
ミ
ー
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
く
示
す
者
が

あ
ら
わ
れ
た
（
21
）
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
東
イ
ン
ド
の
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
間

で
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
頃
か
ら
後
進
的
な
祖
国
（
ア
ラ
ビ
ア
語

・

で
言
え
ばw

atan

）
の
状
況
を
改
革
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発

に
な
る
。
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
の
一
部
も
、
一
九
三
〇
年
代
に
ハ

ド
ラ
マ
ウ
ト
で
学
校
の
開
設
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
同
時

期
の
東
イ
ン
ド
の
ア
ラ
ブ
人
社
会
の
中
に
は
、
ム
ワ
ッ
ラ
ド（m

u-

w
allad

）
や
プ
ラ
ナ
カ
ン
（peranakan

）
と
呼
ば
れ
る
混
血
者

を
中
心
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
属
意
識
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
も
存

在
し
た
。
一
九
三
四
年
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の

バ
タ
ヴ
ィ
ア
校
の
卒
業
生
で
、
一
時
期
ス
ラ
バ
ヤ
支
部
で
活
動
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
バ
ス
ウ
ェ
ダ
ンA

.R
.B

asw
edan

を
指
導

者
に
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
ラ
ブ
人
協
会

（
党
）Persatuan

﹇Partai

﹈A
rab

Indonesia

（
以
下
、
Ｐ
Ａ
Ｉ

と
す
る
）
を
結
成
し
た
。
Ｐ
Ａ
Ｉ
は
、
自
分
た
ち
の
祖
国
（
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
語
で
言
え
ばtanah

air

）
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
る

と
主
張
し
、
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
に
帰
属
意
識
を
持
つ
イ
ル
シ
ャ
ー
デ

ィ
ー
た
ち
と
の
間
で
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
終
了
ま
で
激
し
い
論

争
を
繰
り
広
げ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
教
育
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇

世
紀
前
半
の
東
イ
ン
ド
社
会
に
は
、
大
別
し
て
三
種
類
の
教
育
機

関
が
存
在
し
た
。
第
一
に
、
ポ
ン
ド
ッ
ク
（pondok

）
や
プ
サ

ン
ト
レ
ン
（pesantren

）
な
ど
と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
イ
ス
ラ

ー
ム
寄
宿
塾
、
第
二
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
公
教
育
制
度
に
従
う

学
校
、
そ
し
て
第
三
に
、
近
代
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
機
関
、
マ

ド
ラ
サ
（m

adrasah

）
で
あ
る
。
マ
ド
ラ
サ
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語

で
は
学
院
、
学
校
、
教
育
機
関
一
般
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
脈
で
は
、
近
代
的
な
学
校
制
度
を
取
り
入
れ

た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
機
関
の
こ
と
を
指
す
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、

こ
の
種
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
機
関
を
東
イ
ン
ド
で
開
設
し
た
先
駆

的
な
組
織
の
一
つ
と
見
做
さ
れ
て
い
る
（
22
）
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容
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（
六
〇
三
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イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
開
設
し
た
学
校
に
お
け
る
教
育
の
特
色
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、「
ア
ラ
ブ
人
の
言
語
」
と
し
て
ア
ラ
ビ
ア

語
教
育
を
重
視
し
た
こ
と
で
あ
る
（
23
）
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
で
は
、

海
外
か
ら
招
聘
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
人
の
教
師
が
多
数
雇
わ
れ
、
基
本

的
に
す
べ
て
の
授
業
が
ア
ラ
ビ
ア
語
で
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
授

業
時
間
以
外
で
も
校
内
で
は
他
の
言
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
た
（
24
）
。

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
を
重
視
し
た
背
景
と
し
て
、

当
時
の
東
イ
ン
ド
の
ア
ラ
ブ
人
社
会
で
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
能
力
の

不
足
や
欠
如
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ハ
ド

ラ
マ
ウ
ト
か
ら
の
移
住
者
は
ほ
ぼ
男
性
の
み
で
あ
り
、
彼
ら
は
移

住
地
で
現
地
の
女
性
と
結
婚
し
た
。
両
者
か
ら
生
ま
れ
た
混
血
の

子
供
は
、
日
常
的
に
は
母
親
の
言
語
を
使
用
し
た
た
め
、
ア
ラ
ビ

ア
語
を
流
暢
に
話
せ
な
い
者
や
全
く
理
解
し
な
い
者
も
少
な
く
な

か
っ
た
。
一
九
世
紀
末
に
は
、
こ
の
よ
う
な
混
血
者
が
東
イ
ン
ド

の
ア
ラ
ブ
人
社
会
の
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
25
）
。
二
〇

世
紀
初
め
に
ア
ラ
ブ
人
や
ハ
ド
ラ
ミ
ー
と
し
て
の
意
識
が
高
ま
る

中
で
、
自
分
た
ち
の
子
弟
に
「
民
族
の
言
語
」
を
教
育
す
る
必
要

性
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

�
�
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
内
の
「
現
地
志
向
」

オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
「
ア
ラ
ブ
人
、

特
に
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
組
織
」
と
い
う
性
格
は
、「
受
け
入
れ
社

会
」
か
ら
の
分
離
を
促
す
も
の
と
言
え
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、

「
受
け
入
れ
社
会
」
の
状
況
に
適
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
も

早
い
時
期
か
ら
内
在
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え

を
「
現
地
志
向
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
（
26
）
。

オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
内
の
「
現
地
志
向
」
が

顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
教
育
活
動
を
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の

公
教
育
制
度
に
対
応
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
試
み

は
、
設
立
者
・
指
導
者
で
あ
る
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
を
中
心
に
、
イ

ル
シ
ャ
ー
ド
結
成
か
ら
間
も
な
い
一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
着
手
さ

れ
た
（
27
）
。
公
教
育
制
度
へ
の
対
応
を
訴
え
る
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
の
言

説
か
ら
は
、「
現
地
志
向
」
の
背
後
に
は
二
つ
の
考
え
が
あ
っ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
の
門
戸
を
ア
ラ
ブ
人
だ

け
で
は
な
く
プ
リ
ブ
ミ
に
も
開
か
れ
た
も
の
に
し
よ
う
と
意
図
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
は
、
一
九
一
九
年
に

「
政
府
の
初
等
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（brogrām

m
adāris

al-

・

hukūm
a
al-ibtidā’ı̄ya

）」
の
導
入
を
協
会
の
執
行
部
に
提
案
し

・

た
際
、「
政
府
の
証
書
（shahādat

al-hukūm
a

）」
を
発
行
し
て
、

史
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卒
業
生
が
政
府
の
機
関
や
企
業
に
就
職
が
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
、
プ
リ
ブ
ミ
の
生
徒
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
説
明

し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
前
半
の
東
イ
ン
ド
で
は
、「
倫
理
政
策

E
tische

Politiek （
28
）
」
を
背
景
に
公
教
育
制
度
が
普
及
し
て
い
っ
た
。

ア
ラ
ブ
人
の
多
く
は
子
弟
に
公
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
積
極

的
で
は
な
か
っ
た
が
、
東
イ
ン
ド
社
会
全
体
で
見
れ
ば
学
歴
が
持

つ
重
要
性
が
増
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
29
）
。

「
現
地
志
向
」
の
背
後
に
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
考
え
は
、
ア
ラ

ブ
人
が
東
イ
ン
ド
社
会
の
「
発
展
」
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
（
30
）
。
そ
の
た
め
、
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
は
ア
ラ
ブ

人
の
子
弟
も
公
教
育
を
受
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
一
九
二

九
年
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
系
の
定
期
刊
行
物
『
ダ
フ
ナ

ーA
l-D

ahnā’

』
の
記
者
が
、
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
若
者
へ
の
教
育
に

つ
い
て
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
に
見
解
を
尋
ね
た
（
31
）
。
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー

は
、
当
時
開
設
予
定
だ
っ
た
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
中
等
学
校
で
ハ
ド

ラ
ミ
ー
の
若
者
が
学
ぶ
べ
き
学
問
と
し
て
、
宗
教
諸
学
よ
り
も
先

・

に
、
ま
ず
商
業
（tijāra

）（
も
し
く
は
経
済
学
﹇‘ilm

al-iqtisād

﹈）

・

を
、
次
に
農
学
（‘ilm

al-zirā‘a

）
と
法
律
学
（‘ilm

al-huqūq

）

を
あ
げ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
学
問
は
、「
フ
ォ
ル
ク

ス
ラ
ー
ト
（m

ajlis
al-‘um

ūm
,

一
九
一
八
年
に
開
設
さ
れ
た

「
人
民
議
会
」）
や
そ
の
他
政
府
の
議
会
に
入
る
こ
と
で
、
彼
ら
の

共
同
体
（um
m
at-hum

）
の
名
誉
を
守
り
、
外
国
人
（ajānib

）

の
前
で
そ
の
名
声
を
高
め
る
た
め
に
彼
ら
が
必
要
と
し
て
い
る
」

か
ら
で
あ
る
（
32
）
。
ま
た
、
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
若
者
が
「
進
歩
（taqad-

dum

）」
を
望
ん
で
そ
れ
ら
の
学
問
を
学
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず

は
外
国
語
（lughāt

ajnabı̄ya

）、
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
語
を
修

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
教
育
を
行
う
た
め
に

は
、
当
然
、
公
教
育
制
度
に
対
応
し
た
学
校
が
不
可
欠
と
な
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
特
に
一
九
三
〇
年
代
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ

ー
の
間
で
「
祖
国
」
で
あ
る
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
に
進
出
す
る
動
き
が

活
発
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ

う
な
時
期
に
も
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
内
部
に
は
「
現
地
志
向
」
が

並
存
し
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
末
ま
で
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、

公
教
育
制
度
に
対
応
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
ア
ラ
ブ
人
学
校

（H
ollands-A

rabische
school,

H
A
S

）
と
オ
ラ
ン
ダ
語
原
住
民

学
校
（H

ollands-Inlandsche
school,

H
IS

）
を
、
そ
れ
ぞ
れ

バ
タ
ヴ
ィ
ア
と
ト
ゥ
ガ
ル
に
開
設
し
て
い
る
（
33
）
。

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
こ
れ
ら
「
現
地
志
向
」
に
則
し
た
学
校
を
開

設
し
て
い
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
教
育
活
動
に
お
け
る
ス
ー
ル
カ

テ
ィ
ー
の
影
響
力
と
と
も
に
、
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
「
受
け
入
れ
社

会
」
へ
の
同
化
・
統
合
が
現
地
女
性
と
の
通
婚
に
よ
っ
て
進
ん
で

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
九
三
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容
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ア
ラ
ブ
人
の
人
口
七
万
一
三
三
五
人
の
う
ち
約
九
〇
％
は
、
ほ
ぼ

例
外
な
く
混
血
者
で
あ
る
東
イ
ン
ド
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
た
。
し

か
も
、
一
度
定
住
し
た
ア
ラ
ブ
人
が
東
イ
ン
ド
を
離
れ
る
こ
と
は

非
常
に
ま
れ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
34
）
。
ア
ラ
ブ
人
の
子
弟
の
た
め
の

教
育
だ
け
を
考
え
る
に
し
て
も
、「
受
け
入
れ
社
会
」
の
状
況
に

適
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
に
と
っ
て
現
実
的
な
対

応
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
「
現

地
志
向
」
へ
と
決
定
的
に
傾
い
て
い
く
。
特
に
重
要
な
契
機
と
な

っ
た
の
は
、
一
九
三
九
年
に
ス
ラ
バ
ヤ
で
開
か
れ
た
二
十
五
周
年

記
念
大
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
会
で
行
っ
た
演
説
の
中
で
、
ス
ー

ル
カ
テ
ィ
ー
は
、
Ｐ
Ａ
Ｉ
と
和
解
・
協
調
す
る
よ
う
に
イ
ル
シ
ャ

ー
デ
ィ
ー
た
ち
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
ハ
ド
ラ

マ
ウ
ト
で
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
に
明
確
に
反
対
の
立
場
を
示
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
「
現
地
志
向
」
の
立
場
は
、「
受
け

入
れ
社
会
」
か
ら
分
離
し
よ
う
と
す
る
「
ア
ラ
ブ
人
、
特
に
ハ
ド

ラ
ミ
ー
の
組
織
」
と
い
う
性
格
を
否
定
し
た
と
言
え
る
。
実
際
、

こ
の
頃
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
内
部
で
は
、「
現
地
志
向
」
が
大
勢
を

占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
同
大
会
で
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の

学
校
制
度
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
授
用
語
と
す
る
学
校
と
オ
ラ
ン

ダ
語
ア
ラ
ブ
人
学
校
と
と
も
に
、
ム
ラ
ユ
語
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
）
を
教
授
用
語
と
す
る
学
校
を
加
え
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
大
会
と
同
時
期
に
、
協
会
の
正
式
名
称

は
、「
ア
ラ
ブ
人
」
を
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
に
代
え
た
「
改
革
と
導

・
・

き
の
た
め
の
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会Jam

‘ı̄yat
al-Islāh

w
a-l-Irshād

al-Islām
ı̄ya

」
に
変
更
さ
れ
た
（
35
）
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
現
地

志
向
」
の
立
場
を
と
る
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
に
し
て
も
、

「
受
け
入
れ
社
会
」
に
完
全
に
同
化
し
、
ア
ラ
ブ
人
と
し
て
の
独

自
性
を
失
う
こ
と
ま
で
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
一
九
三
八
年
に
本
部
か
ら
出
さ
れ
た
冊
子
に
は
、
イ
ル
シ

ャ
ー
ド
の
学
校
が
ア
ラ
ブ
人
だ
け
で
な
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
す
べ

て
の
ム
ス
リ
ム
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
宣
伝
さ
れ
た
り
、
イ
ル

シ
ャ
ー
ド
の
学
校
制
度
を
公
教
育
制
度
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
た
り
し
て
い
る
（
36
）
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
冊
子
で
は
、

「
我
々
は
、
生
を
望
む
共
同
体
（um

m
a

）
で
あ
れ
ば
い
か
な
る

場
合
に
も
無
視
し
得
な
い
、
民
族
的
な
実
体
（kiyān

qaw
m
ı̄

）

と
傑
出
し
た
要
素
（m

uqaw
w
im

āt
bāriza

）
を
持
つ
共
同
体
で

あ
る
」
と
し
て
、
ア
ラ
ブ
人
と
し
て
の
独
自
性
を
保
持
し
て
い
く

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
37
）
。
な
か
で
も
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー

を
は
じ
め
東
イ
ン
ド
の
す
べ
て
の
ア
ラ
ブ
人
の
存
在
意
義
と
さ
れ

て
い
る
の
が
、
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
で
あ
る
。

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

七
四
（
六
〇
六
）



こ
れ
ら
の
〔
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
〕
学
校
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の

地
に
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
（al-thaqāfa

al-Islām
ı̄ya

）
を
復
活

さ
せ
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
文
化
の
鍵
が
ア
ラ
ビ
ア

語
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
イ
ル
シ

・

ャ
ー
ド
の
徳
（fadl

）
と
誇
り
（fakhr

）
は
、
か
つ
て
も
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
、
そ
れ
（
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
）
が
ア
ラ
ビ
ア

語
に
奉
仕
し
、
そ
れ
（
ア
ラ
ビ
ア
語
）
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
た

め
の
砦
や
要
塞
で
在
り
続
け
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ

の
国
に
お
い
て
、
例
外
な
く
ア
ラ
ブ
人
の
誇
り
は
こ
の
こ
と

と
と
も
に
あ
る
。
我
々
の
学
校
が
こ
の
方
針
か
ら
外
れ
た
な

ら
ば
、
そ
の
活
動
は
無
に
帰
し
、
そ
の
美
点
は
消
え
て
し
ま

う
で
あ
ろ
う
（
38
）
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
冊
子
で
は
、「
我
々
は
時
代
に
つ
い
て

行
く
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
我
々
の
環
境
の
中
で
、
近

・

代
的
な
教
育
（ta‘lı̄m
‘asrı̄

）
は
我
々
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。

・

・

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
の
民
族
性
の
利
益
（m

asālih
qaw

m
ı̄yat-

・

nā

）
と
時
代
の
要
求
（m

atālib
al-zam

an

）
を
調
和
さ
せ
る
こ

と
も
不
可
欠
で
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
39
）
。
す
な
わ
ち
、
当
時

の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、「
現
地
志
向
」
と
ア
ラ
ブ
人
と
し
て
の
独

自
性
の
保
持
の
両
立
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
に
は
、

「
受
け
入
れ
社
会
」
の
状
況
に
適
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
現
地

志
向
」
が
内
在
し
て
お
り
、
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
教
育
活
動
を

公
教
育
制
度
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
一
九
三
〇
年

代
末
に
は
、「
現
地
志
向
」
が
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
内
で
優
勢
に
な
っ

た
も
の
の
、
ア
ラ
ブ
人
と
し
て
の
独
自
性
、
特
に
ア
ラ
ビ
ア
語
教

育
を
ど
の
よ
う
に
保
持
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
の
決
着
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
一
九
五
〇
年
代

ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅲ
�
一
九
五
〇
年
代
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
一
九
四
二
年
に
日
本
軍
政
が
始
ま
り
、
一

九
四
五
年
の
独
立
宣
言
を
経
て
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
独
立
戦
争
の
結

果
、
一
九
四
九
年
末
に
正
式
な
独
立
が
達
成
さ
れ
た
（
40
）
。
こ
の
間
イ

ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
一
部
の
学
校
を
除
い
て
組
織
と
し
て
は
ほ
と
ん

ど
の
活
動
を
停
止
し
て
い
た
。
活
動
が
再
開
さ
れ
る
の
は
、
独
立

が
間
近
に
迫
っ
た
一
九
四
九
年
半
ば
の
こ
と
で
あ
る
（
41
）
。
そ
し
て
、

一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
二
つ
の
重
要
な

動
き
を
と
お
し
て
決
定
的
な
変
容
を
遂
げ
る
。

�
�
少
数
派
集
団
と
し
て
の
ア
ラ
ブ
人

独
立
直
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
の
中
で
、
ア
ラ
ブ
人
は
、
華

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

七
五
（
六
〇
七
）



人
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
と
も
に
少
数
派
集
団
の
一
つ
と
し
て
扱
わ

れ
た
。
少
数
派
集
団
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
プ
リ
ブ
ミ
（
当
時
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
ス
リ
﹇Indonesia-A

sli,

本
物
の
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
﹈
と
呼
ば
れ
た
）
と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
た
。
そ
の
一

つ
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
民
議
会
（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
）
に
お
け
る
少
数

派
集
団
に
対
す
る
議
席
の
割
り
当
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
の
間
で
停
戦
と
主
権
の
委
譲
が
話
し
合
わ
れ

た
一
九
四
九
年
の
ハ
ー
グ
円
卓
会
議
の
中
で
決
め
ら
れ
、
ア
ラ
ブ

人
の
場
合
は
、
仮
に
選
挙
で
当
選
す
る
者
が
出
な
く
て
も
、
任
命

に
よ
っ
て
三
議
席
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
42
）
。
し
か
し
、
こ

の
規
定
に
対
し
て
、
ア
ラ
ブ
人
社
会
か
ら
は
、
自
分
た
ち
を
プ
リ

ブ
ミ
か
ら
分
断
す
る
措
置
と
し
て
反
対
が
起
こ
っ
た
。
か
つ
て
対

立
し
て
い
た
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
と
元
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー
も
、

こ
の
問
題
で
は
同
じ
立
場
を
と
り
、
ア
ラ
ブ
人
少
数
派
集
団
の
代

表
が
議
会
に
任
命
さ
れ
な
い
よ
う
に
努
め
た
（
43
）
。

ア
ラ
ブ
人
社
会
が
少
数
派
集
団
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
を
忌
避

し
た
の
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
で
高
ま
っ
て
い
た
排
外

主
義
の
た
め
で
あ
る
。
主
な
標
的
と
さ
れ
た
の
は
華
人
で
あ
っ
た

が
、
ア
ラ
ブ
人
に
と
っ
て
も
決
し
て
好
ま
し
い
状
況
と
は
言
え
な

か
っ
た
（
44
）
。
一
九
五
五
年
と
五
六
年
の
総
選
挙
前
の
選
挙
活
動
に
お

い
て
、
国
民
党Partai

N
asional

Indonesia,
PN

I

や
共
産
党

Partai
K
om

unis
Indonesia,

PK
I

が
ア
ラ
ブ
人
に
敵
対
的
な
宣

伝
を
行
っ
た
こ
と
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
は
反
発
し
て
い

る
（
45
）。
そ
も
そ
も
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
か
ら
「
世
俗
的
な
」
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
、
ア
ラ
ブ
人
を
非
難
の
対
象
と
し

て
き
た
。
そ
の
原
因
は
、
ア
ラ
ブ
人
が
相
対
的
に
経
済
的
な
強
者

で
あ
り
、
な
か
に
は
「
金
貸
し
」
を
行
う
者
が
い
た
こ
と
や
、
ハ

ド
ラ
ミ
ー
と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
ち
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
属

意
識
を
示
さ
な
い
者
が
い
た
こ
と
で
あ
る
（
46
）
。

�
�
マ
シ
ュ
ミ
と
の
接
近

ア
ラ
ブ
人
社
会
が
こ
の
よ
う
な
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
た

中
で
、イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
マ
シ
ュ
ミM

asjum
i

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
協
議
会M

adjelis
Sjuro

M
uslim

in

Indonesia

）
と
接
近
し
て
い
く
。
マ
シ
ュ
ミ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
勢
力
を
統
合
す
る
政
党
で
あ
り
、
一
九
四
五

年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
十
一
月
、
日
本
軍
は
、

既
存
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
連
合
組
織
ミ
ア
イM

IA
I

（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
最
高
会
議M

adjlis
Islam

A
’laa

Indone-

sia
）
を
解
散
し
て
宗
教
組
織
マ
シ
ュ
ミ
を
設
立
し
た
。
政
党
マ

シ
ュ
ミ
は
、
宗
教
組
織
マ
シ
ュ
ミ
を
基
盤
に
し
て
発
足
し
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
独
立
直
後
に
は
最
大
の
政
治
勢
力
で
あ
っ
た
。
イ
ル
シ

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

七
六
（
六
〇
八
）



ャ
ー
ド
は
、
マ
シ
ュ
ミ
の
前
身
の
ミ
ア
イ
や
さ
ら
に
そ
の
前
身
の

東
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ー
ム
会
議C

ongres
A
l-Islam

H
india （

47
）
に

も
参
加
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
の
連
合

組
織
に
加
わ
っ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
イ

ル
シ
ャ
ー
ド
が
政
党
と
公
式
の
関
係
を
持
っ
た
の
は
、
結
成
以
来

現
在
ま
で
こ
の
と
き
だ
け
で
あ
る
。

マ
シ
ュ
ミ
と
の
関
係
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
活
動
を
再
開
し
た

直
後
か
ら
始
ま
る
。
一
九
四
九
年
八
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
か
れ

た
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
大
会
に
、
マ
シ
ュ
ミ
の
指
導
者
ナ
シ
ー
ル

M
oham

m
ad

N
atsir

が
出
席
し
た
（
48
）
。
二
年
後
の
一
九
五
一
年
九

月
頃
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
本
部
は
、
マ
シ
ュ
ミ
の
党
本
部
に
特
別
会

員
（anggota

istim
ew

a

）
の
資
格
を
得
る
た
め
の
要
望
を
送
っ

た
（
49
）。
特
別
会
員
の
資
格
と
い
う
の
は
、
個
人
で
は
な
く
組
織
に
対

し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ム
ハ
マ
デ
ィ
ヤM

uham
m
adi-

yah

や
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ーN

ahdlatul
U
lam

a
な
ど
は
、

す
で
に
マ
シ
ュ
ミ
の
特
別
会
員
に
な
っ
て
い
た
（
50
）
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

は
、
他
の
特
別
会
員
の
賛
同
に
よ
っ
て
同
年
十
二
月
十
日
よ
り
マ

シ
ュ
ミ
の
特
別
会
員
と
な
っ
た
（
51
）
。

特
別
会
員
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
社
会
的
な
事
柄
や
教

育
な
ど
（soal2

sosial,
perguruan

dan
lain2

）」
は
、
そ
れ
ま

で
ど
お
り
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
に
委
ね
ら
れ
た
が
、「
政
治
に
関
す
る

事
柄
（soal2
politik

）」
に
つ
い
て
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
マ
シ

ュ
ミ
の
影
響
下
に
入
っ
た
。
マ
シ
ュ
ミ
の
機
関
紙
『
ブ
リ
タ
・
マ

シ
ュ
ミB

erita
M
asjum

i

』
は
、
マ
シ
ュ
ミ
が
、
イ
ル
シ
ャ
ー

ド
の
「
イ
マ
ー
ム
（im

am
,

導
師
、
指
導
者
）
と
な
り
、「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
唯
一
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
（satu2nja

partai
politik

Islam
Indonesia

）
と
し
て
、
神
の
お
許
し
〔
と
〕
恩
寵
の
も
と

に
お
け
る
安
寧
で
繁
栄
し
た
国
家
（negara

jang
am

an
dan

m
akm

ur,
dibaw

ah
am

punan
lim

pah

﹇dan

﹈kurnia
Ilahi

）

と
い
う
理
想
の
達
成
に
お
い
て
従
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
伝

え
て
い
る
（
52
）
。
実
際
、
直
後
の
十
二
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
に
か
け

て
ソ
ロ
で
開
か
れ
た
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
大
会
で
、
ナ
シ
ー
ル
が
イ

ル
シ
ャ
ー
ド
本
部
の
顧
問
（penasehat

um
um

）
に
就
任
し
た
（
53
）
。

一
九
五
五
年
の
総
選
挙
で
は
、
マ
シ
ュ
ミ
の
側
か
ら
も
イ
ル
シ

ャ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
に
支
援
を
求
め
て
い
る
。
国
民
議
会
選
挙
直
前

の
九
月
二
五
日
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部Pe-

m
uda

A
l-Irsjad

の
設
立
十
六
周
年
記
念
行
事
が
開
か
れ
た
（
54
）
。
こ

の
行
事
は
、
公
に
は
、「
専
ら
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部
の
設
立
記

念
日
で
あ
り
、
決
し
て
、
一
部
の
招
待
客
が
考
え
て
い
る
よ
う
な

総
選
挙
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
伴
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ナ
シ
ー
ル
と
と
も
に
、
も
う
一

人
の
マ
シ
ュ
ミ
の
有
力
者
ル
ムM

oham
m
ad

R
oem

が
招
待
さ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容
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れ
て
出
席
し
、
演
説
ま
で
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
選
挙
と
無

関
係
と
は
考
え
難
い
（
55
）
。

行
事
の
冒
頭
で
は
、
当
時
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部
ジ
ャ
カ
ル
タ

支
部
長
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
中
心
人

物
の
一
人
、
フ
セ
イ
ン
・
バ
ー
ジ
ュ
レ
イH

ussein
B
adjerei

が

挨
拶
を
述
べ
た
。
そ
の
中
で
、
バ
ー
ジ
ュ
レ
イ
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー

ド
青
年
部
が
ア
ラ
ブ
人
だ
け
の
た
め
の
組
織
で
は
な
く
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
の
組
織
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部
に
、「
ア
ラ
ブ
系

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
者
（pem

uda2
Indonesia

keturunan

A
rab

）」
が
多
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ア
ス
リ
の
若
者
（pem

uda
Indonesia

A
SLI,

プ
リ
ブ
ミ
の
若

者
の
こ
と
）」
も
少
な
く
な
い
。
バ
ー
ジ
ュ
レ
イ
は
、
イ
ル
シ
ャ

ー
ド
に
対
す
る
認
識
の
問
題
に
つ
い
て
、「
小
さ
な
問
題
の
一
つ
、

真
剣
に
注
意
を
払
う
必
要
の
な
い
認
識
の
問
題
に
見
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
依
然
と
し
て
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
も
の
だ
と

我
々
は
見
做
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
56
）
。

他
方
、
こ
の
行
事
の
最
後
に
は
、
ナ
シ
ー
ル
が
演
説
を
行
い
、

そ
の
中
で
「
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部
の
秤
は
肯
定
的
な
方
向
に
傾

い
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。
ナ
シ
ー
ル
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

青
年
部
が
達
成
し
た
成
果
に
は
、
否
定
的
な
も
の
と
肯
定
的
な
も

の
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
否
定
的
な
成
果
と
は
、「
若
者
が

流
れ
の
中
に
さ
ら
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
お
さ
え
て

い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
〔
若
者
が
〕
組
織
の
中
に
と
ど
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
」
で
あ
り
、
肯
定
的
な
成
果
と
は
、「
若
者
に
と
っ
て

の
社
会
問
題
（persoalan

m
asjarakat

kepada
pem

uda

）」、

つ
ま
り
「
モ
ラ
ル
の
危
機
（krisis

m
oril

）」
と
対
峙
し
た
こ
と

で
あ
る
（
57
）
。

い
さ
さ
か
曖
昧
な
表
現
で
あ
る
が
、
前
者
に
関
し
て
は
、
ナ
シ

ー
ル
は
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部
が
「
何
の
声
明
も
出
し
て
い
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
選
挙
に
お
け
る
マ
シ
ュ
ミ
支
持

の
立
場
を
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
（
58
）
。
後
者
の
「
モ
ラ
ル
の
危
機
」
と
い
う
の
は
、
当
時
の
状
況

を
考
慮
す
れ
ば
、
国
民
党
や
共
産
党
と
い
っ
た
「
世
俗
的
な
」
政

治
勢
力
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
危
機
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
（
59
）
。
す
な
わ
ち
、
ナ
シ
ー
ル
は
、
総
選
挙
で
イ
ス

ラ
ー
ム
勢
力
、
特
に
マ
シ
ュ
ミ
を
支
持
す
る
よ
う
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

青
年
部
に
求
め
た
と
読
み
取
れ
る
。

総
選
挙
の
結
果
は
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
落
胆
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
マ
シ
ュ
ミ
は
国
民
党
に
敗
れ
て
第
二
党
に
な
り
、
す
べ
て
の

イ
ス
ラ
ー
ム
政
党
を
あ
わ
せ
て
も
五
〇
％
の
票
を
得
る
こ
と
も
で

き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
諸
政
党
か
ら
立
候
補
し
た
ア
ラ
ブ
人
が

史
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割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
三
議
席
以
上
を
獲
得
し
た
た
め
に
、
前
述

の
議
席
割
り
当
て
の
問
題
は
事
実
上
解
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
60
）
。

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
か
ら
は
、
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
の
高
弟
で
、
独
立
以

前
か
ら
指
導
的
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
ウ
マ
ル
・
フ
バ
イ
ス

・

‘U
m
ar

b.
Sālim

H
ubays

が
マ
シ
ュ
ミ
に
所
属
し
て
、
一
九
五

六
年
に
制
憲
議
会K

onstituante

の
議
員
に
、
後
に
は
国
民
議
会

の
議
員
に
も
な
っ
て
い
る
（
61
）
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
直
後
、
ア
ラ
ブ
人
ら
少
数
派
集
団
の
立
場

が
不
安
定
な
状
況
の
中
で
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
マ
シ
ュ
ミ
と
緊

密
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム

社
会
に
地
歩
を
固
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
言
え
る
。
そ
の
一
方

で
、
そ
の
過
程
で
、
か
つ
て
顕
著
で
あ
っ
た
「
ア
ラ
ブ
人
、
特
に

ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
組
織
」
と
し
て
の
性
格
は
表
に
出
さ
な
く
な
っ
た

の
で
あ
る
。

�
�
教
育
方
針
の
決
定

一
九
五
〇
年
代
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
動
き

は
、
独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
教
育
方
針
を
決
定
し
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
ア
ラ
ブ
人
と
し
て
の
独
自
性
、
特
に

ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
の
保
持
の
問
題
に
も
決
着
が
付
け
ら
れ
て
い
く
。

独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
学
校
制
度
は
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期

に
起
源
を
持
つ
二
元
的
な
制
度
に
特
徴
が
あ
る
（
62
）
。
一
つ
は
、
ス
コ

ラ
（sekolah

）
と
呼
ば
れ
る
一
般
学
校
系
統
で
あ
る
。
こ
の
系

統
は
、
植
民
地
政
府
の
公
教
育
制
度
に
従
う
学
校
を
も
と
に
し
て

お
り
、
教
育
文
化
省
（
現
在
で
は
国
家
教
育
省
）
の
管
轄
に
置
か

れ
た
。
も
う
一
つ
は
、
宗
教
省
管
轄
の
宗
教
学
校
系
統
で
、
マ
ド

ラ
サ
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
イ
ス
ラ
ー
ム
改

革
主
義
運
動
に
よ
っ
て
普
及
し
た
前
述
の
マ
ド
ラ
サ
か
ら
発
展
し

た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
系
統
と
別
に
、
特
定

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
イ
ス
ラ
ー
ム
寄
宿
塾
プ

サ
ン
ト
レ
ン
が
あ
り
、
宗
教
省
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
て
い
る
。

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
一
九
五
四
年
十
一
月
に
ス
ラ
バ
ヤ
で
開
か

れ
た
大
会
の
中
で
新
た
な
学
校
制
度
を
決
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ・

ば
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
の
種
類
は
、
①
幼
稚
園
（raw

dat

・

al-atfāl

）、
②
初
等
学
校
（m

adrasa
ibtidā’ı̄ya

）、
③
予
備
学
校

（m
adrasa

i‘dādı̄ya

）
も
し
く
は
中
等
学
校
（m

adrasa
thā-

naw
ı̄ya

）、
④
師
範
学
校
（kullı̄yat

m
u‘allim

ı̄n

）
と
さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
だ
け
で
は
こ
れ
ら
の
学
校
が
一
般
学
校
系
統
な
の
か
宗

教
学
校
系
統
な
の
か
は
判
別
で
き
な
い
が
、
重
要
な
の
は
、
師
範

学
校
を
除
い
た
す
べ
て
の
学
校
の
教
授
用
語
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

に
定
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
63
）
。
ア
ラ
ビ
ア
語
に
つ
い
て
は
、「
付

・

属
的
な
学
問
（‘ulūm

idāfı̄ya

）」
と
し
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容
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六
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さ
れ
た
（
64
）
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
の
す
べ
て
が
直
ち

に
こ
の
決
定
に
納
得
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
六
年
に
は
、

ス
ラ
バ
ヤ
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
系
の
定
期
刊
行
物
『
ム
ル
シ
ドA

l-

M
urshid

』
に
お
い
て
、
教
育
方
針
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
起
こ
っ

て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
か
ら
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
指
導
的
人
物
の
一
人

で
、
教
育
活
動
に
深
く
関
与
し
て
き
た
ウ
マ
ル
・
ナ
ー
ジ
ー

‘U
m
ar

b.
Sulaym

ān
N
ājı̄

は
、
大
会
の
決
定
を
擁
護
す
る
論
説

を
寄
稿
し
た
（
65
）
。
ナ
ー
ジ
ー
の
議
論
の
骨
子
は
、
ア
ラ
ブ
人
が
「
受

け
入
れ
社
会
」
の
「
発
展
」
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
り
、「
ラ
ク
ダ
（jam
al

）」
と
「
キ
ャ
ラ
バ
ン

（qāfila

）」
と
い
う
比
喩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
見
解
で
は
、

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
政
府
か
ら
支
援
を
受
け
ず
に
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期

の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、「
オ
ラ
ン
ダ
の
知
識
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

（qāfilat
al-‘ilm

al-H
ūlandı̄ya

）」
に
自
分
た
ち
の
ラ
ク
ダ
を
結

び
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
新
し
い
時
代
に
な
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
」。
そ
の

た
め
、
今
度
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
知
識
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
自
分
た

ち
の
ラ
ク
ダ
を
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
今
回
は
以
前

の
よ
う
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

我
々
は
、
我
々
の
学
校
が
現
地
政
府
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（m

inhāj

・

・

al-hukūm
a
al-w

atanı̄ya

）
に
従
う
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ

る
」。他

方
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
の
中
に
は
、
大
会
の
決
定
に
異
論

を
唱
え
る
者
も
い
た
。
マ
ラ
ン
の
教
授
（ustādh

）
で
あ
っ
た
ウ

・

マ
ル
・
ビ
ン
・
タ
ー
リ
ブ

‘U
m
ar

b.
T
ālib

と
い
う
人
物
は
、

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
自
ら
の
使
命
（risāla

）
を
果
た
す
た
め
に
は
、

か
つ
て
と
同
じ
よ
う
に
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教
授
用
語
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
（
66
）
。
ナ
ー
ジ
ー
と
は
異
な
り
、
ビ
ン
・

タ
ー
リ
ブ
の
見
解
で
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
政
府
の
支
援
を
得

な
く
て
も
、
初
等
学
校
か
ら
中
等
学
校
や
高
等
学
校
ま
で
開
設
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
公
教
育
制
度
に
従
う
こ
と
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
教
授
用
語
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

ア
ラ
ビ
ア
語
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ビ
ン
・
タ
ー
リ
ブ
は
、
論
説
の
中
で
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
の

中
の
あ
る
者
が
「
知
識
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
理
由
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
教
授
用
語
と
す
る
だ

け
で
な
く
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
を
一
般
学
校
系
統
に
す
る
よ

う
に
主
張
し
て
い
る
こ
と
も
批
判
し
て
い
る
。「
知
識
の
キ
ャ
ラ

史
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バ
ン
」
と
い
う
比
喩
か
ら
、
こ
の
人
物
は
ナ
ー
ジ
ー
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
人
物
が
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の

学
校
を
一
般
学
校
系
統
に
す
る
よ
う
に
唱
え
た
の
は
、
当
時
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
が
一
般
学
校
系
統
を
重
視
し
て
い
た
た
め
、
宗
教

学
校
系
統
は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
る
（
67
）
。

こ
れ
ら
の
意
見
と
は
別
に
、
中
東
ア
ラ
ブ
地
域
と
の
結
び
付
き

を
活
用
し
て
、「
受
け
入
れ
社
会
」
へ
の
適
応
と
ア
ラ
ブ
人
と
し

て
の
独
自
性
の
保
持
の
両
立
を
は
か
ろ
う
と
す
る
考
え
も
見
ら
れ

た
。『
ム
ル
シ
ド
』
に
寄
稿
し
た
あ
る
匿
名
の
人
物
は
、
エ
ジ
プ

ト
の
イ
ス
ラ
ー
ム
会
議al-M

u’tam
ar

al-Islām
ı̄

か
ら
支
援
を
得

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
公
教
育
制
度
に
従
い
な
が
ら
も
ア
ラ

ビ
ア
語
を
教
授
用
語
と
す
る
教
育
機
関
（m

a‘had
）
を
設
立
す

る
計
画
に
言
及
し
て
い
る
（
68
）
。
こ
の
教
育
機
関
に
は
、
初
等
学
校

（m
adrasa

ibtidā’ı̄ya

）、
予
備
学
校
（m

adrasa
i‘dādı̄ya

）、
中

等
学
校
（m

adrasa
thānaw

ı̄ya

）
が
含
ま
れ
、
卒
業
生
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
エ
ジ
プ
ト
の
い
ず
れ
の
大
学
の
入
学
試
験
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
、
当

時
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
エ
ジ
プ
ト
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
た

め
で
あ
ろ
う
（
69
）
。

そ
の
後
、
イ
ス
ラ
ー
ム
会
議
の
支
援
に
よ
っ
て
教
育
機
関
を
設

立
す
る
計
画
が
実
現
に
至
っ
た
と
い
う
話
は
聞
か
れ
な
い
が
、
イ

ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
ア
ズ
ハ
ル
機
構
と
の
提
携
を
模
索
し
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
一
九
六
〇
年
代
初
め
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
冊

子
に
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
の
証
書
（shahāda

）
は
、
ア

・

ラ
ブ
連
合
共
和
国al-Jum

hūrı̄ya
al-‘A

rabı̄ya
al-M

uttahida

の

教
育
省
に
「
ア
ズ
ハ
ル
機
構
の
中
等
課
程
の
証
書
（shahādat

al-A
zhar

al-thānaw
ı̄ya

）」
と
同
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
（
70
）
。
し
か
し
、
ア
ズ
ハ
ル
機
構
と
の
提
携
は
成
功
し
な

か
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
エ
ジ
プ
ト
よ
り
も

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
関
係
を
緊
密
に
し
て
い
く
（
71
）
。

結
局
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
教
育
活

動
は
、
一
般
学
校
系
統
を
中
心
と
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
一
九
六

〇
年
代
半
ば
に
出
さ
れ
た
冊
子
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
イ
ル
シ
ャ
ー

ド
が
開
設
し
て
い
た
学
校
の
種
類
は
、
①
幼
稚
園
（tam

an

kanak-kanak,
T
K

）、
②
小
学
校
（sekolah

dasar,
SD

）、
③

中
学
校
（sekolah

m
enengah

pertam
a,

SM
P

）、
④
女
子
技

能
学
校
（sekolah

kepandaian
putri,

SK
P

）、
⑤
経
済
高
等
学

校
（sekolah

m
enengah

ekonom
i
atas,

SM
E
A

）、
⑥
宗
教

師
範
学
校
（pendidikan

guru
agam

a,
PG

A

）、
⑦
高
等
学
校

（sekolah
m
enengah

atas,
SM

A

）、
⑧
師
範
学
校
（kullijatul

M
uallim

in
）、
⑨
大
学
（universitas

）、
⑩
ア
ラ
ビ
ア
語
ア
カ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
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デ
ミ
ー
（akadem

i
B
ahasa

A
rab

）
で
あ
っ
た
（
72
）
。
こ
れ
ら
の
う

ち
、
宗
教
学
校
系
統
に
属
す
る
の
は
宗
教
師
範
学
校
の
み
で
あ
り
、

こ
れ
と
師
範
学
校
以
外
は
す
べ
て
一
般
学
校
系
統
に
属
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
の
教
育
方
針
を
め
ぐ
る
議
論

の
中
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
ラ
ブ
人
と
し

て
の
独
自
性
、
特
に
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
を
保
持
し
て
い
こ
う
と
す

る
主
張
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
イ
ル
シ
ャ
ー

ド
は
、「
受
け
入
れ
社
会
」
の
発
展
に
つ
い
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
す
る
考
え
に
基
づ
い
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
教
授
用
語
と
し

た
一
般
学
校
系
統
を
教
育
活
動
の
中
心
に
置
く
こ
と
を
選
択
し
た

の
で
あ
る
。

�
�
現
在
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

以
上
論
じ
て
き
た
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の

変
容
の
結
果
は
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
現
在
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、「
ア
ラ
ブ
人
、
特
に
ハ

ド
ラ
ミ
ー
の
組
織
」
と
い
う
性
格
を
否
定
し
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
現
在
も

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
活
動
の
中
心
は
ア
ラ
ブ
人
が
多
数
居
住
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
ジ
ャ
ワ
島
の
都
市
で
あ
り
（
73
）
、
協
会
内
の
要
職
を

ハ
ド
ラ
ミ
ー
が
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
点
も
か
つ
て
と
変
わ
り
は
な

い
（
74
）。
し
か
し
、
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
は
次
の
よ
う
に
明

記
さ
れ
て
い
る
。

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
国
民
の
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
（organisasi

Islam
nasional

）
で
あ
る
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
規
約
の
中

に
あ
る
よ
う
に
、
会
員
資
格
は
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

籍
を
持
つ
者
で
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
奉
し
て
お
り
、
成
人
に

達
し
て
い
る
者
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
を

ア
ラ
ブ
系
住
民
の
組
織
（organisasi

w
arga

keturunan

A
rab

）
と
見
做
す
こ
と
は
正
し
く
な
い
。（
太
字
原
文
（
75
）
）

勿
論
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
実
際
に
は
、

現
在
で
も
多
く
の
人
々
が
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
を
ア
ラ
ブ
人
の
組
織
と

見
做
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、

こ
の
よ
う
な
認
識
を
払
拭
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
76
）
。
さ

ら
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
の
一
部
が
活
動
を

広
げ
よ
う
と
し
た
「
祖
国
」
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
と
の
関
係
は
、
イ
ル

シ
ャ
ー
ド
の
組
織
と
し
て
は
現
在
で
は
ほ
ぼ
完
全
に
失
わ
れ
て
い

る
（
77
）。第

二
に
、
現
在
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
数
を
見
て
み
る
と
、

宗
教
学
校
系
統
よ
り
も
一
般
学
校
系
統
の
方
が
は
る
か
に
多
い
こ

と
が
分
か
る
（
表
を
参
照
（
78
）
）。
当
然
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
学
校
で

は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
な
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
教
授
用
語
と
な
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っ
て
い
る
。
近
年
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
再
び
宗
教
教
育
に
力
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ク
ル
ア
ー
ン
児
童
教
室（tam

an
pendidi-

kan
al-Q

ur‘an,
T
PA

）
や
プ
サ
ン
ト
レ
ン
の
数
を
増
や
し
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
や
ア
ラ

ブ
人
社
会
だ
け
に
限
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
般
に
当
て
は
ま
る
（
79
）
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変

容
は
、
現
在
ま
で
の
活
動
の
方
向
性
を
規
定
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
〇
年

代
以
降
二
〇
世
紀
後
半
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
活
動
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

Ⅳ
�
お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
特
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
イ
ル
シ
ャ

ー
ド
の
変
容
に
着
目
し
て
、
国
民
国
家
形
成
期
に
お
け
る
ア
ラ
ブ

人
に
よ
る
「
受
け
入
れ
社
会
」
へ
の
同
化
・
統
合
の
動
き
の
要
因

及
び
過
程
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。

ま
ず
重
要
な
の
は
、
そ
も
そ
も
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
か
ら
、
イ
ル

シ
ャ
ー
ド
に
は
「
受
け
入
れ
社
会
」
の
状
況
に
適
応
し
よ
う
と
す

る
考
え
、
す
な
わ
ち
「
現
地
志
向
」
が
内
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
「
現
地
志
向
」
に
基
づ
い
て
、
教
育
活
動
を
公
教
育
制

度
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
一
九
三
〇
年
代
末
に
な

表 2 イルシャードの学校数（2011年 5月）
A．一般学校系統

計

77

B．宗教学校系統

計

27

注：TK＝幼稚園、SD＝小学校、SMP＝中学校、SMA＝高等学校、SMK＝職業高校、RA＝イスラ
ーム幼稚園、MI＝イスラーム小学校、MTs＝イスラーム中学校、MA＝イスラーム高校、PTAI＝イ
スラーム高等教育機関

アカデミ

1

PTAI

1

SMA/SMK

7

MA

6

SMP

14

MTs

10

SD

22

MI

10

TK

33

RA

―

機関数

機関数

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

八
三
（
六
一
五
）



る
と
、「
現
地
志
向
」
が
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
中
で
大
勢
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ア
ラ
ブ
人
と
し
て
の

独
自
性
、
特
に
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
の
保
持
と
の
両
立
が
は
か
ら
れ

て
い
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
直
後
の
一
九
五
〇
年
代
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー

ド
は
決
定
的
な
変
容
を
遂
げ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ

ー
ド
は
、「
ア
ラ
ブ
人
、
特
に
ハ
ド
ラ
ミ
ー
の
組
織
」
と
い
う
性

格
が
顕
著
で
あ
り
、
後
の
宗
教
学
校
系
統
の
も
と
と
な
る
マ
ド
ラ

サ
を
開
設
し
、
ア
ラ
ビ
ア
語
教
育
を
重
視
し
て
い
た
。
一
方
、
一

九
五
〇
年
代
に
な
る
と
、
マ
シ
ュ
ミ
と
の
関
係
を
構
築
す
る
中
で

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
組
織
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
教
育
方
針
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
教
授
用
語
と
す
る
一
般

学
校
系
統
を
教
育
活
動
の
中
心
と
す
る
こ
と
が
選
択
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
二
つ
の
変
容
は
、
現
在
ま
で
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
活
動
の
方

向
性
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
内
の
「
現
地
志
向
」
に
お
い
て
、
ア

ラ
ブ
人
が
プ
リ
ブ
ミ
の
大
多
数
と
同
じ
く
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
こ

と
は
、「
ハ
ド
ラ
ミ
ー
」
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
先
鋭

化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
二
〇
世
紀
前
半
に
も
、
複
合
的
な
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
直
後
、
少
数
派
集
団
が
困
難
な
立
場
に
置
か

れ
た
時
期
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
は
、「
ム
ス
リ
ム
」
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
社
会
の
中
に
比
較
的
容
易
に
居
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
形
成
期
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
、

イ
ス
ラ
ー
ム
が
社
会
的
紐
帯
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
と

言
え
る
。

た
だ
し
、
本
稿
が
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

と
い
う
一
組
織
の
み
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
人

社
会
全
体
の
同
化
・
統
合
の
過
程
及
び
要
因
と
し
て
、
性
急
に
一

般
化
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
プ
リ
ブ
ミ
の

側
が
、
ア
ラ
ブ
人
を
自
分
た
ち
と
同
じ
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
」
と

し
て
受
け
入
れ
て
い
っ
た
動
き
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
考
察
を
要

す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

※

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
り
そ
な
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
財
団
か
ら
助
成
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た

い
。
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註（
１
）
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
で
はal-Irshād

、
現
在
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
はA

l-Irsyad

と
表
記
さ
れ
る
。

（
２
）
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、
外
来
者
に
対
し
て
「
土
着
の
住

民
」
を
意
味
す
る
言
葉
。
ア
ラ
ビ
ア
語
の
史
料
で
同
じ
意
味
で
使

わ
れ
て
い
るahālin/al-ahālı̄

も
本
稿
で
は
プ
リ
ブ
ミ
と
訳
し
た
。

（
３
）
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
政
府
が
ア
ラ
ブ
人
に
対
し
て
と
っ
た
政

策
の
概
要
に
つ
い
て
は
、H

uub
de

Jonge,“D
utch

C
olonialPol-

icy
Pertaining

to
H
adhram

i
Im

m
igrants,”

in
U
lrike

Freitag
and

W
illiam

G
.C

larence-Sm
ith

（eds.

）,H
adhram

i
T
raders,

Scholars
and

Statesm
en

in
the

Indian
O
cean,

1750s−1960s

（Leiden
:B

rill,1997

）,94−111
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
ア
ラ
ブ
人
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
の
近
代
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、K

arel
A
.
Steenbrink,

Pesantren,
M
adrasah,

Seko-
lah

:Pendidikan
Islam

dalam
K
urun

M
odern

（Jakarta
:LP

3E
S,

1986

）,58−62
;R

.
M
ichael

Feener,
M
uslim

Legal
T
hought

in
M
odern

Indonesia

（C
am

bridge
:C

am
bridge

U
niversity

Press,
2007

）,13−18

、
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
で
の
活
動

に
つ
い
て
は
、R
obert

van
N
eil,

T
he

E
m
ergence

of
the

M
od-

ern
Indonesian

E
lite

（T
he

H
ague

and
B
andung

:W
.
V
an

H
oeve,1960

）,88−90,112−113,120

を
参
照
せ
よ
。

（
５
）
例
え
ば
、H

am
ka,

Pengaruh
M
uham

m
ad

‘A
bduh

di
In-

donesia

（Jakarta
:T

intam
as,

1961

）,30−34
;Jutta

B
luhm

-
W
arn,“A

l-M
anār

and
A
hm

ad
Soorkattie,”

in
Peter

G
.
R
id-

dell
and

T
ony

Street

（eds.

）,Islam
:E

ssays
on

Scripture,
T
hought

and
Society.

A
F
estschrift

in
H
onour

ofA
nthony

H
.

Johns

（Leiden
:B

rill,1997

）,295−308

を
参
照
せ
よ
。

（
６
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
い
ず
れ
も
国
際
会
議
の
報
告
に
基
づ

い
た
次
の
三
つ
の
論
集
が
あ
げ
ら
れ
る
。Freitag

and
C
larence-

Sm
ith

（eds.

）,H
adhram

i
T
raders,

Scholars
and

Statesm
en

;
H
uub

de
Jonge,

and
N
ico

K
aptein

（eds.

）,T
ranscending

B
orders:A

rabs,
Politics,

T
rade

and
Islam

in
Southeast

A
sia

（Leiden
:K

IT
LV

Press,
2002

）;A
hm

ad
Ibrahim

A
bushouk

and
H
assan

A
hm

ed
Ibrahim

（eds.

）,T
he

H
adhram

i
D
ias-

pora
in

Southeast
A
sia

:Identity
M
aintenance

or
A
ssim

ila-
tion?

（Leiden
:B

rill,2009

）.

（
７
）

N
atalie

M
obini-K

esheh
,

T
he

H
adram

i
A
w
akening

:
C
om

m
unity

and
Identity

in
the

N
etherlands

E
ast

Indies,
1900−1942

（Ithaca
:C

ornell
Southeast

A
sian

Program
,

1999

）.

（
８
）

Frode
F.Jacobsen,H

adram
i
A
rabs

in
Present-day

Indo-
nesia

:A
n

Indonesia-O
riented

G
roup

w
ith

an
A
rab

Signa-
ture

（London
and

N
ew

Y
ork

:R
outledge,2009

）.

（
９
）
拙
稿
「
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル

シ
ャ
ー
ド
の
教
育
活
動
―
ア
フ
マ
ド
・
ス
ー
ル
カ
テ
ィ
ー
の
改
革

主
義
思
想
と
そ
の
影
響
―
」『
東
洋
学
報
』
九
十
三
巻
三
号
（
二
〇

一
一
年
）、
二
七
―
五
一
頁；

同
「
教
育
メ
デ
ィ
ア
か
ら
見
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
系
住
民
に
よ
る
教
育
活
動
の
変
容
―
二
〇
世

紀
前
半
に
お
け
る
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
の
教
科
書
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
事
例
と
し
て
―
」
山
本
正
身
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
知

の
伝
達
」
の
伝
統
と
系
譜
』
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
、

二
〇
一
二
年
、
一
四
一
―
一
六
八
頁
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

八
五
（
六
一
七
）



（
１０
）
一
般
に
、「
同
化
（assim

ilation

）」
は
、
大
抵
の
場
合
は
少

数
派
の
個
人
や
集
団
が
、
他
の
多
数
派
の
集
団
の
言
語
や
文
化
を

身
に
つ
け
る
過
程
で
あ
り
、「
統
合
（integration

）」
は
、
個
人

や
集
団
が
、
差
異
を
考
慮
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
に
お
い
て
自

由
か
つ
平
等
に
相
互
に
接
触
す
る
よ
う
に
な
る
過
程
で
あ
る
。W

il-
liam

A
.
D
arity

（ed.

）,International
E
ncyclopedia

of
the

So-
cial

Science,
2nd

ed.

（D
etroit:M

acm
illan

R
eference

U
SA

,
T
hom

son
G
ale,

c2008

）.

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
人
の
場
合
、

両
方
の
過
程
が
密
接
に
関
係
し
て
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で

は
「
同
化
・
統
合
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。

（
１１
）
独
立
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
華
人
の
同
化
・
統
合
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
貞
好
康
志
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け

る
華
人
同
化
主
義
の
国
策
化
―
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
志
向
と
政
治
力
学

―
」『
東
南
ア
ジ
ア
―
歴
史
と
文
化
―
』
二
五
号
（
一
九
九
六
年
）、

三
―
二
七
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
１２
）
二
〇
世
紀
前
半
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
人
に
よ
っ
て
編

集
・
発
行
さ
れ
た
定
期
刊
行
物
は
、N

atalie
M
obini-K

esheh,
“T

he
A
rab

Periodicals
of

the
N
etherlands

E
ast

Indies,
1914−1942,”

B
ijdragen

tot
de

T
aal-,

Land-
en

V
olkenkunde

・

152
:2

（1996

）:236−256
;‘A

bd
A
llāh

Y
ahyā

al-Zayn,
A
l-

・

・

・

N
ashāt

al-T
haqāfı̄

w
a-l-Suhufı̄

li-l-Y
am

anı̄yı̄n
fı̄

al-M
ahjar:

Indūnı̄siyā-
M
alayziyā-Singapūra,

1900−1950

（D
am

ascus
:

D
ār

al-Fikr,
2003

）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

研
究
で
は
、
本
稿
が
用
い
たA

l-M
urshid

（Surabaya,1938−1939,
1954−1956?

）
の
う
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
に
発
行
さ
れ
た
分

とG
em

a
Pem

uda
A
l-Irsjad

（Jakarta,
1954−1956

）
に
つ
い

て
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
１３
）
ジ
ャ
ム
イ
ー
ヤ
ト
・
ハ
イ
ル
の
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
、‘A

lı̄

・

・

b.
A
hm

ad
al-Saqqāf,

Lam
ahāt

T
ārı̄khı̄ya

‘an
N
ash’at

Jam
‘ı̄yat

K
hayr

（n.
p.,

1953

）
を
参
照
せ
よ
。
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
に
お

け
る
ア
ラ
ウ
ィ
ー
一
族
に
つ
い
て
は
、R

.
B
.
Serjeant,

T
he

Sai-

・
・

yids
ofH

adram
aw

t

（London
:C

am
bridge

U
niversity

Press,
1957

）
に
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

・
・

（
１４
）

‘U
m
ar

Sulaym
ān

N
ājı̄,

T
ārı̄kh

T
haw

rat
al-Islāh

w
a-l-

Irshād
bi-Indūnı̄siyā

,
vol.

1,
M
s,

31−36.

ア
ラ
ウ
ィ
ー
た
ち
と

イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
の
間
で
起
こ
っ
た
論
争
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
ア
ラ
ウ
ィ
ー
・
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
論
争
と
中
東
の
指
導

者
た
ち
―
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
・
ハ
ド
ラ

ミ
ー
移
民
社
会
の
内
紛
と
仲
裁
の
試
み
―
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
九

巻
二
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
九
一
―
一
〇
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・

・

（
１５
）

A
hm

ad
Ibrāhı̄m

A
bū

Shaw
k

（ed.

）,T
ārı̄kh

H
arakat

al-

・
・

Islāh
w
a-l-Irshād

w
a-Shaykh

al-Irshādı̄yı̄n
al-‘A

llām
a

al-
・

・

Shaykh
A
hm

ad
M
uham

m
ad

al-Sūrkittı̄
fı̄
Indūnı̄siya

（K
uala

Lum
pur

:R
esearch

C
entre

International
Islam

ic
U
niversity

M
alaysia,2000

）,249−250.

（
１６
）

M
obini-K

esheh,T
he

H
adram

i,162.

・
・

（
１７
）

Jam
‘ı̄yat

al-Islāh
w
a-l-Irshād

al-‘A
rabı̄ya

bi-B
atāfiyā,

・
・

Q
ānūn

Jam
‘ı̄yat

al-Islāh
w
a-l-Irshād

al-‘A
rabı̄ya

al-A
sāsı̄

w
a-

・

l-D
ākhilı̄

（Surabaya
:al-M

atba‘a
al-Islām

ı̄ya,1919

）,12−13.
（
１８
）
会
員
資
格
に
つ
い
て
は
、Ibid.,

13

を
参
照
せ
よ
。
一
九
三
一

年
の
時
点
で
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
二
四
の
支
部
を
持
ち
、
う
ち
四
つ

は
ア
ラ
ブ
人
が
全
く
住
ん
で
い
な
い
都
市
に
設
立
さ
れ
た
。Secre-

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

八
六
（
六
一
八
）



tariaat
V
ereeniging

A
l-Irsjad,

G
erakan

A
l-Irsjad

（B
atavia

:
n.p,1931

）,100.
（
１９
）
一
九
〇
五
年
の
時
点
で
東
イ
ン
ド
の
県
の
中
で
ア
ラ
ブ
人
の
人

口
の
多
い
も
の
は
、
①
ス
ラ
バ
ヤ
（
三
七
三
二
人
）、
②
バ
タ
ヴ
ィ

ア
（
二
七
七
二
人
）、
③
チ
ル
ボ
ン
（
二
七
〇
五
人
）、
④
プ
カ
ロ

ン
ガ
ン
（
二
一
一
一
人
）、
⑤
ブ
ス
キ
（
一
九
四
〇
人
）、
⑥
パ
ス

ル
ア
ン
（
一
九
二
六
人
）、
⑦
マ
ド
ゥ
ー
ラ
（
一
五
八
六
人
）、
⑧

ス
マ
ラ
ン
（
八
五
四
人
）、
⑨
ル
ン
バ
ン
（
六
三
三
人
）
で
あ
る
。

な
お
、
当
時
の
統
計
で
は
、
ト
ゥ
ガ
ル
は
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
県
に
含

ま
れ
た
。Sum

it
K
um

ar
M
andal,

“Finding
T
heir

Place
:A

H
istory

of
A
rabs

in
Java

under
D
utch

R
ule,

1800−1924,”

（PhD
dissertation,C

olum
bia

U
niversity,1994

）,35.

（
２０
）

M
obini-K

esheh,T
he

H
adram

i,63−68.

（
２１
）
以
下
、
一
九
三
〇
年
代
の
東
イ
ン
ド
の
ハ
ド
ラ
ミ
ー
社
会
に
お

け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
対
立
に
つ
い
て
は
、Ibid.,

chapters
6,7

を
参
照
せ
よ
。

（
２２
）

M
ahm

ud
Y
unus,

Sejarah
Pendidikan

Islam
di

Indone-
sia

,
2nd

ed.

（Jakarta
:M

utiara,
1979

）,307−314
;Steen-

brink,58−62.

（
２３
）

M
obini-K

esheh,T
he

H
adram

i,77−78.

（
２４
）

John
M
uham

m
ad

R
asuly

Suaidy,Indria
Fernida

A
lpha-

sonny,
and

Y
udhi

D
zulfadli

B
aihaqi,

M
em

erdekakan
Is-

lam
:Jejak

Perjuangan
H
.
M
.
Saleh

Suaidy

（1913−1976

）

U
lam

a
Perintis

K
em

erdekaan
Indonesia

（Jakarta
:Prakarsa

M
edia

V
isindo,2008

）,33.

（
２５
）

L.
W
.
C
.
van

den
B
erg,

Le
H
adhram

out
et

les
C
olonies

A
rabes

dans
l’A

rchipel
Indien

（B
atavia

:Im
prim

erie
du

・

・

・
・

G
ouvernem

ent,
1886

）,214
;Salāh

al-B
akrı̄,

T
ārı̄kh

H
ad-

ram
aw

t
al-Siyāsı̄,

vol.
2

（C
airo

:D
ār

al-Ā
fāq

al-‘A
rabı̄ya,

2001

﹇1937

﹈）,242−243.

（
２６
）
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
華
人
社
会
に
は
、「
中
国

志
向
」、「
オ
ラ
ン
ダ
志
向
」、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
志
向
」
が
あ
っ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
貞
好
康
志
「
華
人
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
志
向
し
た
時
―
コ
ー
・
ク
ワ
ッ
ト
・
チ
ョ
ン
の

軌
跡
よ
り
―
」『
南
方
文
化
』
二
〇
号
（
一
九
九
三
年
）、
三
―
三

八
頁；

同
「
プ
ラ
ナ
カ
ン
華
人
の
同
化
論
争
―
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

志
向
」
の
ゆ
く
え
―
」『
南
方
文
化
』
二
二
号
（
一
九
九
五
年
）、

一
―
二
二
頁
。
ア
ラ
ブ
人
社
会
の
場
合
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ア
ラ

ブ
人
協
会
（
党
）（
Ｐ
Ａ
Ｉ
）
の
立
場
が
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
志
向
」

に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
イ
ル
シ
ャ
ー
デ
ィ
ー
の
間
で
は
、

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
に
つ
い
て
の
明
確
な
考
え
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
曖
昧
な
「
現
地
志
向
」
と
い
う
言
葉
を

用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
２７
）
以
下
、
オ
ラ
ン
ダ
統
治
期
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
内
の
「
現
地
志

向
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア

ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
教
育
活
動
」
及
び
、
同
「
教
育
メ

デ
ィ
ア
か
ら
見
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
系
住
民
に
よ
る
教
育

活
動
の
変
容
」
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２８
）
「
倫
理
政
策E

tische
Politiek

」
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
二

〇
世
紀
初
め
か
ら
一
九
二
〇
年
代
半
ば
ま
で
採
用
し
た
開
明
的
政

策
の
こ
と
で
あ
る
。
公
教
育
の
普
及
は
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

（
２９
）
拙
稿
「
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

八
七
（
六
一
九
）



シ
ャ
ー
ド
の
教
育
活
動
」、
三
三
―
三
五
頁
。

（
３０
）
「
発
展
」
や
「
進
歩
」
を
意
味
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
（
ム
ラ

ユ
語
）
のkem

ajuan

、
オ
ラ
ン
ダ
語
のvooruitgang

やontw
ik-

keling

は
、
当
時
「
近
代
」
を
象
徴
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
。T

aka-
shi

Shiraishi,
A
n

A
ge

in
M
otion

:Popular
R
adicalism

in
Jaw

a,
1912−1926

（Ithaca
and

London
:C

ornell
U
niversity

Press,
1990

）,27
;A

hm
et

B
.
A
dam

,
T
he

V
ernacular

Press
and

the
E
m
ergence

of
M
odern

Indonesian
C
onsciousness

（1855−1913

）（Ithaca
:C

ornell
Southeast

A
sia

Program
,

1995

）,xii−xiii.

ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
、
同
様
の
意
味
のtaqaddum

やruqı̄y

が
定
期
刊
行
物
等
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。

・

（
３１
）

“Sā‘a
m
a‘a

al-U
stādh

A
hm

ad
al-Sūrkatı̄,”

A
l-D

ahnā’
2/3

（January
1929

）:14−15.

（
３２
）
こ
こ
で
の
「
外
国
人
（ajānib

）」
と
は
、
ア
ラ
ブ
人
以
外
の

東
イ
ン
ド
の
住
民
集
団
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３３
）

H
andelingen

van
den

V
olksraad

（July
25,

1938

）:414.

バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
オ
ラ
ン
ダ
語
ア
ラ
ブ
人
学
校
に
つ
い
て
は
、
一
九

三
二
年
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。“M

odern
H
.
A
.

S.,”
Sin

Po

（N
ovem

ber
30,1932,late

ed.

）:2.

（
３４
）

V
olkstelling

1930
,vol.7

（B
atavia

:Landsdrukkerij,1935
）,

94,160.

（
３５
）
以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
に

お
け
る
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
教
育
活
動
」、
四
二
―
四

三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
拙
稿
「
教
育
メ
デ
ィ
ア
か
ら
見

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ラ
ブ
系
住
民
に
よ
る
教
育
活
動
の
変
容
」

で
は
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
の
教
育
内
容
が
次
第
に
「
受
け
入

れ
社
会
」
の
状
況
に
対
応
し
て
い
っ
た
こ
と
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

教
科
書
か
ら
具
体
的
に
指
摘
し
た
。

・
・

（
３６
）

A
l-Idāra

al-‘U
lyā

li-Jam
‘ı̄yat

al-Islāh
w
a-l-Irshād

al-
‘A
rabı̄ya

al-M
arkazı̄ya

bi-B
atāfiyā,

M
abādi’

al-Irshād
w
a-

・

・
・

M
aqāsid-hā

:T
adhkı̄r

w
a-Irshād

w
a-N

asā’ih

（B
atavia

:n.p.,
1938

）,6,
30.

こ
の
冊
子
は
ア
ラ
ビ
ア
語
と
ム
ラ
ユ
語
の
部
分
か

ら
な
り
、
両
者
の
内
容
は
大
き
く
異
な
る
。
該
当
箇
所
の
前
者
は

ム
ラ
ユ
語
の
部
分
、
後
者
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
部
分
。

（
３７
）

Ibid.,29.

該
当
箇
所
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
部
分
。

（
３８
）

Ibid.,14.

該
当
箇
所
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
部
分
。

（
３９
）

Ibid.,30.

該
当
箇
所
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
部
分
。

（
４０
）
日
本
占
領
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
人
の
活
動
に

つ
い
て
は
、K

azuhiro
A
rai,“A

rabs
under

Japanese
O
ccupa-

tion
:A

Prelim
inary

O
verview

,”
in

T
etsuo

N
ishio

（ed.

）,
C
ultural

C
hange

in
the

A
rab

W
orld

（Senri
E
thnological

Studies
55

）
（O

saka
:N

ational
M
useum

of
E
thnology

,
2001

）,41−54

で
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
４１
）

H
ussein

A
bdullah

B
adjerei,

A
l-Irsyad

M
engisi

Sejarah
B
angsa

（Jakarta
:Presto

Prim
a
U
tam

a,1996

）,152−157.

（
４２
）

H
am

id
A
lgadri,

C
.
Snouck

H
urgronje

:Politik
B
elanda

terhadap
Islam

dan
K
eturunan

A
rab

di
Indonesia

（Ja-
karta

:C
V
H
ajiM

asagung,1988

）,177.
（
４３
）

Ibid.,
177−179

;B
adjerei,

A
l-Irsyad

,
168.

日
本
軍
政
下
、

す
べ
て
の
政
党
の
活
動
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
Ｐ
Ａ
Ｉ
も
一
九
四

二
年
に
解
散
さ
せ
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
も
復
活
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。A

lgadri,C
.
Snouck

H
urgronje,170,173.

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

八
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（
六
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〇
）



（
４４
）
華
人
の
状
況
に
つ
い
て
は
、Leo

Suryadinata,
Pribum

i
In-

donesians,
the

C
hinese

M
inority

and
C
hina

（K
uala

Lum
-

pur
:H

einem
ann

E
ducational

B
ooks,

1978

）,part
3

を
、
特

に
、
一
九
五
〇
年
代
の
華
人
や
外
国
資
本
の
排
除
を
意
図
し
た

「
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
高
揚
に
つ
い
て
は129−134

を
見
よ
。

（
４５
）

N
o
title,

G
em

a
Pem

uda
A
l-Irsjad

2/7

（O
ctober

1955

）:
5.

（
４６
）

C
h
.

O
.

van
der

Plas,
“D

e
A
rabische

G
em

eente
O
ntw

aakt,”
K
oloniaal

T
ijdschrift

20

（1931

）:177−188.

（
４７
）
東
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ー
ム
会
議C

ongres
A
l-Islam

H
india

は
、
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三
二
年
ま
で
の
間
に
合
計
九
回
開
か

れ
た
。
こ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、D

eliar
N
oer,

T
he

M
odernist

M
uslim

M
ovem

ent
in

Indonesia,
1900−1942

（Singapore
and

K
uala

Lum
pur

:O
xford

U
niversity

Press,
1973

）
の
中

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
４８
）

B
adjrei,

A
-Irsyad

,
157.

ナ
シ
ー
ル
の
経
歴
や
思
想
に
つ
い

て
は
、Feener,M

uslim
Legal

T
hought,83−106

を
見
よ
。

（
４９
）

““A
l-Irsjad

”
M
endjadi

A
nggota

Istim
ew

a
M
asjum

i,”
B
erita

M
asjum

i
2/99

（Septem
ber

28,1951

）:3.

（
５０
）

Ibid.

マ
シ
ュ
ミ
の
特
別
会
員
に
つ
い
て
は
、H

.
A
boebakar

（ed.

）,Sejarah
H
idup

K
.H

.A
.
W
ahid

H
asjim

dan
K
arangan

T
ersiar

（Jakarta
:Panitiya

B
uku

Peringatan
A
lm

.
K
.H

.A
.

W
ahid

H
asjim

,
1957

）,385

に
説
明
が
あ
る
。
た
だ
し
、
ナ
フ

ダ
ト
ゥ
ル
・
ウ
ラ
マ
ー
は
、
一
九
五
二
年
四
月
に
マ
シ
ュ
ミ
を
離

脱
し
て
独
自
の
政
党
を
結
成
し
て
い
る
。

（
５１
）

“A
l-Irsjad

D
isahkan

sebagai
A
nggota

Istim
ew

a
M
as-

jum
i,”

B
erita

M
asjum

i
2/116

（D
ecem

ber
14,1951

）:1.

（
５２
）

“Sam
butan

A
l-Irsjad

terhadap
Pengakuan

M
A
SJU

M
I,”

B
erita

M
asjum

i
2/123

（January
24,

1952

）:1.

実
際
に
は
、

こ
の
と
き
マ
シ
ュ
ミ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
唯
一
の
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
部
ス
マ
ト
ラ
の
プ
ル
テ
ィPerti

（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
運
動Pergerakan

T
arbiyah

Islam
iyah

）
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
党PartaiSarekat

Islam
In-

donesia,
PSII

が
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
六
年
と
一
九
四
七
年
に
マ
シ

ュ
ミ
を
離
脱
し
て
独
自
の
政
党
を
結
成
し
て
い
た
。

（
５３
）

B
adjerei,A

l-Irsyad
,162.

（
５４
）
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部
は
、
一
九
三
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
イ
ル

・

シ
ャ
ー
ド
卒
業
生
同
盟W

ahdat
al-M

utakharrijı̄
al-Irshād

が

一
九
三
九
年
に
名
称
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。M

obini-K
esheh,

T
he

H
adram

i,70.

（
５５
）
当
時
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
滞
在
し
、
総
選
挙
に
つ
い
て
調
査
し
た

フ
ェ
イ
スH

.
Feith

に
よ
れ
ば
、「
そ
の
期
間
、
特
に
一
九
五
四
年

と
一
九
五
五
年
に
は
、
実
質
的
に
す
べ
て
の
公
の
行
事
が
選
挙
活

動
の
た
め
の
場
所
で
あ
っ
た
」。H

erbert
Feith,

T
he

D
ecline

of
C
onstitutional

D
em

ocracy
in

Indonesia

（Ithaca
and

N
ew

Y
ork

:C
ornellU

niversity
Press,1962

）,353.

イ
ル
シ
ャ
ー
ド

青
年
部
の
行
事
に
は
、
結
局
欠
席
し
た
が
、
他
に
も
二
人
の
マ
シ

ュ
ミ
の
有
力
者
、
カ
ス
マ
ン
・
シ
ン
ゴ
デ
ィ
メ
ジ
ョK

asm
an

Sin-
godim

edjo

と
ア
ン
ワ
ル
・
ハ
ル
ヨ
ノA

nw
ar

H
arjono

も
出
席

予
定
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
マ
シ
ュ
ミ
の
指
導
者
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
党
の
指
導
者
ア
ン
ワ
ル
・
チ

ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
トA

nw
ar

T
jokroam

inoto

も
こ
の
行
事
に
出
席

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

八
九
（
六
二
一
）



し
て
い
る
。
ア
ン
ワ
ル
・
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
統

治
期
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
指
導
者
で
あ
っ
た

ウ
マ
ル
・
サ
イ
ー
ド
・
チ
ョ
ク
ロ
ア
ミ
ノ
トO

em
ar

Said
T
jok-

roam
inoto

の
息
子
。

（
５６
）

“Peringatan
U
lang

T
ahun

Pem
uda

A
l-Irsjad,”

G
em

a
Pe-

m
uda

A
l-Irsjad

2/7

（O
ctober

1955

）:11.

（
５７
）

Ibid.,13−14.

（
５８
）
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
青
年
部
は
、
マ
シ
ュ
ミ
と
の
協
力
関
係
に
必
ず

し
も
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
バ
ー
ジ
ュ
レ
イ
は
、

マ
シ
ュ
ミ
と
の
関
係
が
「
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
内
部
の
機
能
回
復
（re-

habilitasi

）
の
努
力
や
過
程
を
妨
げ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
イ
ル

シ
ャ
ー
ド
青
年
部
は
、
一
九
四
五
年
に
結
成
さ
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
青
年
運
動G

erakan
Pem

uda
Islam

Indonesia,
G
PII

に
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
マ
シ
ュ
ミ
の
特
別
会
員
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
資
金
は
、
マ
シ
ュ
ミ
と

の
活
動
に
よ
り
多
く
あ
て
ら
れ
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ル
シ
ャ
ー
ド

青
年
部
は
、
こ
の
こ
と
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。Bad-

jerei,A
l-Irsyad

,160.

（
５９
）

Feith,
T
he

D
ecline

of
C
onstitutional

D
em

ocracy,
353−

366

を
参
照
せ
よ
。

（
６０
）
元
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
指
導
者
ア
ル
ガ
ド
リ
ーH

am
id

A
lgadri

に
よ
れ

ば
、
総
選
挙
で
は
政
党
に
所
属
し
て
出
馬
し
た
す
べ
て
の
ア
ラ
ブ

人
の
候
補
者
が
当
選
し
た
。Algadri,C

.
Snouck

H
urgronje,179.

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
し
て
、
ウ
マ
ル
・
フ
バ
イ
ス
の

他
に
、
ア
ル
ガ
ド
リ
ー
が
社
会
党Partai

Social
Indonesia,

PSI

、

元
Ｐ
Ａ
Ｉ
の
指
導
者
バ
ス
ウ
ェ
ダ
ン
が
マ
シ
ュ
ミ
所
属
の
議
員
と

な
っ
て
い
る
。Ham

id
A
lgadri,Suka-duka

M
asa

R
evolusi

（Ja-
karta

:Penerbit
U
niversitas

Indonesia,
1991

）,144
;Surat-

m
in,

A
bdul

R
ahm

an
B
asw

edan
:K

arya
dan

Pengabdiannya

（Jakarta
:D

epartem
en

Pendidikan
dan

K
ebudayaan,1989

）,
131.

（
６１
）

B
adjerei,

A
l-Irsyad

,
169.

ウ
マ
ル
・
フ
バ
イ
ス
に
つ
い
て
は
、

A
hm

ad
M
ahfudz,

“A
l-U

stadz
U
m
ar

H
ubeis

:U
lam

a
dan

Pejuang
Islam

Indonesia,”
K
hazanah

1

（1990

）:25−31

を

見
よ
。
バ
ー
ジ
ュ
レ
イ
は
ウ
マ
ル
・
フ
バ
イ
ス
が
国
民
議
会
の
議

員
に
な
っ
た
の
を
一
九
五
九
年
と
し
て
い
る
が
、
ア
フ
マ
ド
・
マ

フ
フ
ー
ズ
は
一
九
五
七
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
。Ibid.,31.

（
６２
）

D
eliar

N
oer,

A
dm

inistrasi
Islam

di
Indonesia

,
new

ed.

（Jakarta
:C

.
V
.
R
ajaw

ali,
1983

）,chapter
3
;Fuad

Jabali
and

Jam
hari

（eds.

）,IA
IN

:M
odernisasi

Islam
di

Indonesia

（C
iputat:Logos

W
acana

Indah,2002

）,91
footnote

2.

イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
学
校
制
度
は
、
現
在
は
六
�
三
�
三
�
四
制
と
な
っ

て
い
る
。・

（
６３
）

“N
ası̄b

al-M
adāris

al-Islām
ı̄ya,”

A
l-M

urshid
3/2

（June
15,

1956

）:5.

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
教
育
制
度
の
宗
教
学
校
系
統

に
は
、
宗
教
師
範
学
校
（pendidikan

guru
agam

a,
PG

A

）
が

あ
っ
た
が
、
後
で
見
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
師
範
学
校
は
別
の
も

の
で
あ
る
。

・
・

（
６４
）

“M
adāris

al-Irshād
M
ādı̄-hā

w
a-H

ādir−hā,”
A
l-M

urshid
3/2

（June
15,1956

）:7.

（
６５
）

Ibid.,
6−7.

ウ
マ
ル
・
ナ
ー
ジ
ー
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
校
の
第
一

期
の
卒
業
生
で
、
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
校
の
校
長
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

九
〇
（
六
二
二
）



教
育
会
議M

ajlis
al-T

arbiya
w
a-l-T

a‘lı̄m

の
議
長
な
ど
を
つ
と

め
た
。N

ajı̄,T
ārı̄kh

T
haw

rat,120,126.
（
６６
）

“K
ayfa

Y
ajib

A
n

T
u’addiya

al-Irshād
R
isālat-hā,”

A
l-

M
urshid

3/5

（Septem
ber

15,
1956

）:16−17.

ウ
マ
ル
・
ビ

ン
・
タ
ー
リ
ブ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
。

（
６７
）

Jabali
and

Jam
hari

（eds.

）,IA
IN

,
120−122.

宗
教
学
校
系

統
は
、
一
九
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
代
に
整
備
さ
れ
て
い
く
。
西
野

節
男
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
公
教
育
と
宗
教
」
江
原
武
一
編
著
『
世

界
の
公
教
育
と
宗
教
』（
東
信
堂
二
〇
〇
三
年
）、
三
〇
五
頁
。

・

（
６８
）

“N
ası̄b

al-M
adāris

al-Islām
ı̄ya,”

5.

イ
ス
ラ
ー
ム
会
議
は
、

エ
ジ
プ
ト
政
府
が
、
一
九
五
四
年
十
一
月
に
設
立
し
た
組
織
で
あ

る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
向
け
の
政
策
と
し
て
、
教
育
の
振
興
を
は

じ
め
、
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
の
社
会
福
祉
の
普
及
に
取
り
組
む
こ

と
が
目
的
に
掲
げ
ら
れ
た
。
最
初
の
事
務
総
長
は
、
サ
ー
ダ
ー
ト

A
nw

ar
al-Sādāt

で
あ
る
。P.J.V
atikiotis,T

he
E
gyptian

A
rm

y
in

Politics

（B
loom

ington
:Indiana

U
niversity

Press,1961

）,
51,191−193.

（
６９
）
当
時
の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
が
エ
ジ
プ
ト
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て

い
た
こ
と
は
、
一
九
五
五
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
文
化
使
節
が
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
訪
問
し
た
際
に
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
ス
ラ
バ
ヤ
校
で
歓

迎
の
催
し
が
開
か
れ
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。“M

enjam
but

M
issi

K
ebudayaan

M
esir,”

G
em

a
Pem

uda
A
l-Irsjad

3/6

（Septem
ber

1956

）:11−12.

（
７０
）

H
ādhā

B
ayān

li-l-N
ās

（Surabaya
:D

ı̄w
ān

al-T
arbiya

w
a-

l-T
a‘lı̄m

,n.d.

）,14.

（
７１
）

A
nthony

B
ubalo

and
G
reg

Fealy,
Joining

the
C
ara-

van
?
:T

he
M
iddle

E
ast,

Islam
ism

and
Indonesia

（N
ew

South
W
ales

:Low
y

Institute
for

International
Policy

,
2005

）,59.

イ
ル
シ
ャ
ー
ド
本
部
の
事
務
長
（ketua

sekretar-
iat

）
で
あ
る
ゼ
イ
ド
・
ア
マ
ルZeyd

A
m
ar

氏
に
よ
れ
ば
、
最
近

の
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
学
校
の
卒
業
生
で
、
ア
ズ
ハ
ル
な
ど
カ
イ
ロ

に
留
学
す
る
者
は
あ
ま
り
多
く
な
い
（
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

二
〇
一
一
年
二
月
十
一
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
）。

（
７２
）
﹇H

am
id

E
lansari

﹈,A
l-Irsjad

:Selajang
Pandang

Perd-
joangan

A
l-Irsjad

pada
Zam

an
K
eem

asannja

（n
.

p
.,

﹇1964?

﹈）,68−71.

一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
ま
で
長

期
間
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
会
長
を
務
め
た
ゲ
イ
ス
・
ア
マ
ルG

eys
A
m
ar

氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
か
つ
て
ソ
ロ
に
大
学
を

開
設
し
て
い
た
（
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
八
年
九
月
二

日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
）。
女
子
技
能
学
校
と
経
済
高
等
学
校
は
、
い
ず

れ
も
職
業
学
校
の
一
種
で
あ
る
。H

.
A
.
R
.
T
ilaar,

50
T
ahun

Pem
bangunan

Pendidikan
N
asional,

1945
−
1995

:
Suatu

A
nalisis

K
ebijakan

（Jakarta
:G

rasindo,1995

）,207−210.

（
７３
）
現
在
で
は
ア
ラ
ブ
人
を
対
象
と
し
た
人
口
調
査
は
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
、
正
確
な
人
数
は
分
か
ら
な
い
。

（
７４
）

A
l-Irsyad

al-Islam
iyyah

:Profil
O
rganisasi

（﹇Jakarta

﹈:n.
p.,

n.d.

）
の
中
の
中
央
執
行
部
（Pim

pinan
Pusat

）
な
ど
の
メ

ン
バ
ー
の
名
前
か
ら
は
、
大
半
が
ハ
ド
ラ
ミ
ー
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
筆
者
の
知
っ
て
い
る
限
り
、
例
外
と
し
て
は
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
本
部
長
の
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ルB

achtiar

氏
が
プ
リ
ブ
ミ
の
ム
ス

リ
ム
で
あ
る
（
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
氏
と
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

二
〇
〇
八
年
一
月
二
八
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
）。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
の
ア
ラ
ブ
人
協
会
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
の
変
容

九
一
（
六
二
三
）



（
７５
）

http://alirsyad.net

の
中
の

“Perhim
punan

A
l-Irsyad”

の

項
目
を
参
照
せ
よ
。

（
７６
）
た
だ
し
、
現
在
で
も
、
ア
ラ
ブ
人
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
完

全
に
同
化
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
主
に
バ
リ
島
や
ス
ン

バ
ワ
島
の
ア
ラ
ブ
人
（
ハ
ド
ラ
ミ
ー
）
を
調
査
し
た
ヤ
コ
ブ
セ
ン

は
、
同
化
・
統
合
が
進
ん
で
い
る
点
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
名
前
の

付
け
方
、
婚
姻
の
パ
タ
ー
ン
、
教
育
な
ど
の
点
で
、
ア
ラ
ブ
人

（
ハ
ド
ラ
ミ
ー
）
と
し
て
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て

い
る
。Jacobsen,

H
adram

i
A
rabs

in
Present-day

Indonesia
,

20−21.

（
７７
）
ゲ
イ
ス
・
ア
マ
ル
氏
と
の
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
八

年
九
月
二
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
。

（
７８
）
二
〇
一
一
年
五
月
に
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
本
部
に
あ
る
支
部
・
学
校

の
所
在
地
が
記
載
さ
れ
た
名
簿
を
調
べ
、
一
部
修
正
を
加
え
て
作

成
し
た
。
た
だ
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
幼
稚
園
（
Ｒ
Ａ
）
の
数
に
つ
い

て
は
記
載
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
教
育
は

フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
と
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
に
分
か
れ
る
。

こ
こ
で
あ
げ
た
の
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
を
行
う
機
関
の
み
。
そ

の
た
め
、
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
に
含
ま
れ
る
ク
ル
ア
ー
ン
児

童
教
室
は
あ
げ
て
い
な
い
。
ま
た
、
プ
サ
ン
ト
レ
ン
は
、
現
在
で

は
様
々
な
種
類
の
学
校
を
内
包
し
て
い
る
場
合
も
多
く
、
フ
ォ
ー

マ
ル
・
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
い
ず
れ
の
特
定
の
学
校
と
し
て
も
位

置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
７９
）
服
部
美
奈
「
曖
昧
化
す
る
境
界
―
マ
ド
ラ
サ
の
制
度
化
と
プ
サ

ン
ト
レ
ン
の
多
様
化
―
」
西
野
節
男
・
服
部
美
奈
編
『
変
貌
す
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
』
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研

究
所
・
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
、
三
―
三
四

頁；

中
田
有
紀
「
プ
ン
ガ
ジ
ア
ン
・
ク
ル
ア
ー
ン
か
ら
ク
ル
ア
ー

ン
幼
稚
園
へ
」
西
野
・
服
部
編
『
変
貌
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ

ス
ラ
ー
ム
教
育
』、
六
三
―
九
二
頁
。
ク
ル
ア
ー
ン
児
童
教
室
は
、

ク
ル
ア
ー
ン
幼
稚
園
（tam

an
knak-kanak

al-Q
ur‘an,

T
K
A

）

と
と
も
に
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
児
童
の
た
め
の
ク
ル
ア
ー
ン
学
習
、

プ
ン
ガ
ジ
ア
ン
・
ク
ル
ア
ー
ン
（pengajian

al-Q
ur’an

）
を
標
準

化
・
組
織
化
し
た
も
の
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
全
国
に
普
及
し

た
。
ク
ル
ア
ー
ン
幼
稚
園
で
は
七
歳
以
下
の
幼
児
、
ク
ル
ア
ー
ン

学
習
教
室
は
七
歳
か
ら
十
二
歳
の
児
童
を
対
象
と
し
て
い
る
。
現

在
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
約
一
六
〇
の
ク
ル
ア
ー
ン
児
童
教
室
を
開

設
し
て
い
る
。A

l-Irsyad
A
l-Islam

iyyah
:Propfil

O
rganisasi,

n.
pag.

ま
た
、
イ
ル
シ
ャ
ー
ド
は
、
二
〇
一
一
年
の
時
点
で
七
つ
の

プ
サ
ン
ト
レ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
大
体
一
九
八
〇
年
代

か
ら
九
〇
年
代
に
開
設
さ
れ
た
（
ゼ
イ
ド
・
ア
マ
ル
氏
と
の
筆
者

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
一
一
年
五
月
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
）。

史

学

第
八
一
巻

第
四
号

九
二
（
六
二
四
）


